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(57)【要約】
　本開示は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成に
従ってデバイスのために構成されるセカンダリセル（Ｓ
Ｃｅｌｌ）の１つ以上に対応する１つ以上のセカンダリ
コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）上でＲＲＭ測定及び
測位測定を行うデバイスとの関連において、許容される
レベルよりも多くのサービングセル上での中断を回避す
るための、デバイス側及びネットワーク側の方法及び装
置の例示的な説明を提供する。それら教示から導かれる
いくつもの利点の中で、無線デバイスは、サービングセ
ル上の中断の許容されるレベルの超過を回避するように
互いを基準に測位測定及びＲＲＭ測定を並置することに
より、サービングセルのダウンリンク又はアップリンク
上の中断の許容されるレベルの超過を回避する。測定の
並置は、少なくとも部分的には、対応する測定構成の適
応を介して実現されてよく、そうした適応は、無線デバ
イスによって、無線ネットワークノードによって、及び
／又は測位ノードによって実行され得る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチキャリア無線通信ネットワーク（１０）の１つ以上のセル上で、構成される少な
くとも１つのセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）上で測定を実行する方法（６
００）であって、前記方法（６００）は、キャリアアグリゲーションのために構成され前
記無線通信ネットワーク（１０）の少なくとも１つのサービングセルによりサービスされ
る無線デバイス（１２）により実行され、
　前記ＳＣＣ上の少なくとも１つのセルを基準として、前記無線デバイス（１２）により
行われるべき測位測定を構成するための測位リファレンス信号（ＰＲＳ）構成を受信する
こと（６０２）と、
　前記ＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上で、前記無線デバイス１２により行われるべき
無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を構成するためのセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）測定サ
イクル構成を受信すること（６０４）と、
　前記サービングセル上の中断の許容されるレベルの超過を回避するように、前記測位測
定及び前記ＲＲＭ測定を互いを基準として並置すること（６０６Ａ）を含めて、前記ＰＲ
Ｓ構成及び前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成に従って前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定を
それぞれ実行すること（６０６）と、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記サービングセルは、プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上のプライマリ
セル（ＰＣｅｌｌ）を含む、請求項１の方法（６００）。
【請求項３】
　前記無線デバイス（１２）は、キャリアアグリゲーション構成に従って、プライマリコ
ンポーネントキャリア（ＰＣＣ）及び前記ＳＣＣと共に構成され、前記ＳＣＣ上の前記Ｓ
Ｃｅｌｌは、非アクティブ化される、請求項１又は２の方法（６００）。
【請求項４】
　前記ＳＣＣ上の前記少なくとも１つのセルは、前記無線デバイス（１２）のキャリアア
グリゲーション構成に含まれる、非アクティブ化されたセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）又
はＳＣｅｌｌの隣接セルのうちの一方を含む、請求項１又は２の方法（６００）。
【請求項５】
　前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定を並置すること（６０６Ａ）は、前記測位測定及び前
記ＲＲＭ測定を、時間的に少なくとも部分的に重複するように、又は、互いの定義される
時間以内に発生するように、並置し、それにより、前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定を実
行する前記無線デバイス（１２）から生じる前記サービングセル上の中断を低減又は解消
すること、を含む、請求項１～４のいずれかの方法（６００）。
【請求項６】
　前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定を並置すること（６０６Ａ）は、前記測位測定が前記
ＲＲＭ測定と時間的に重複するように又は前記ＲＲＭ測定と時間的により近接して発生す
るように、前記無線デバイス（１２）が前記測定サイクルに時間シフトを適用すること及
び／又は前記測位測定を実行すること、を含む、請求項５の方法（６００）。
【請求項７】
　前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定を並置すること（６０６Ａ）は、受信される前記ＰＲ
Ｓ構成及び前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成における１つ以上のパラメータに従って、前
記測位測定及び前記ＲＲＭ測定を並置すること、を含む、請求項１～６のいずれかの方法
（６００）。
【請求項８】
　中断の前記許容されるレベルは、前記サービングセル上で送信されるパケットの、逸失
するＡＣＫ／ＮＡＣＫの確率として定義される、請求項１～７のいずれかの方法（６００
）。
【請求項９】
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　前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定を並置すること（６０６Ａ）は、前記サービングセル
と前記ＳＣＣ上の前記少なくとも１つのセルとの間に共通的な不連続受信（ＤＲＸ）が存
在するときに、又は、共通的なＤＲＸが存在せず且つ前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成に
おいて特定された測定サイクル値が定義される持続期間未満であるときに、前記測位測定
及び前記ＲＲＭ測定から生じる前記サービングセル上のいかなる中断をも防止するように
、前記並置するステップ（６０６Ａ）を実行すること、を含む、請求項１～８のいずれか
の方法（６００）。
【請求項１０】
　共通的なＤＲＸが存在しないときに、及び、前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成において
特定された前記測定サイクル値が、前記定義される持続期間以上であるときに、前記サー
ビングセル上で送信されるパケットの定義されるレベルよりも多くの確率の逸失するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫを防止するように、前記並置するステップ（６０６Ａ）を実行すること、を
さらに含む、請求項９の方法（６００）。
【請求項１１】
　前記無線デバイス（１２）は、前記ＲＲＭ測定及び前記測位測定により引き起こされる
、対応する前記中断の関数として定義される容認される中断を、前記サービングセルの中
断が超過することを防止するように構成され、前記関数は、前記対応する中断の最小、前
記対応する中断の加重平均若しくは算術平均、又は、前記対応する中断の最大のうちの１
つである、請求項１～１０のいずれかの方法（６００）。
【請求項１２】
　マルチキャリア無線通信ネットワーク（１０）におけるキャリアアグリゲーション動作
のために構成される無線デバイス（１２）であって、
　信号を前記無線通信ネットワーク（１０）へ送信するように、及び、信号を前記無線通
信ネットワーク（１０）から受信するように構成される送受信器回路（４６、４８）と、
　前記送受信器回路（４６、４８）に動作可能に関連付けられ、
　　ＳＣＣ上の少なくとも１つのセルを基準として、前記無線デバイス（１２）により行
われるべき測位測定を構成するための測位リファレンス信号（ＰＲＳ）構成を受信し、
　　前記ＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上で、前記無線デバイス（１２）により行われ
るべき無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を構成するためのセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）
測定サイクル構成を受信し、及び、
　　サービングセル上の中断の許容されるレベルの超過を回避するように、前記測位測定
及び前記ＲＲＭ測定を互いを基準として並置することを含めて、前記ＰＲＳ構成及び前記
ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成に従って前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定をそれぞれ実行す
る、
　ように構成される、１つ以上の処理回路（５０）と、
　を含む無線デバイス（１２）。
【請求項１３】
　前記サービングセルは、プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上のプライマリ
セル（ＰＣｅｌｌ）を含む、請求項１２の無線デバイス（１２）。
【請求項１４】
　前記無線デバイス（１２）は、キャリアアグリゲーション構成に従って、プライマリコ
ンポーネントキャリア（ＰＣＣ）及び前記ＳＣＣと共に動作するように構成され、前記Ｓ
ＣＣ上の前記ＳＣｅｌｌは、非アクティブ化される、請求項１２又は１３の無線デバイス
（１２）。
【請求項１５】
　前記ＳＣＣ上の前記少なくとも１つのセルは、前記無線デバイス（１２）のキャリアア
グリゲーション構成に含まれる、非アクティブ化されたセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）又
はＳＣｅｌｌの隣接セルのうちの一方を含む、請求項１２又は１３の無線デバイス（１２
）。
【請求項１６】
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　前記１つ以上の処理回路（５０）は、前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定を、時間的に少
なくとも部分的に重複するように、又は、互いの定義される時間以内に発生するように、
並置し、それにより、前記ＰＲＳ測定及び前記ＲＲＭ測定を実行する前記無線デバイス（
１２）から生じる前記サービングセル上の中断を低減又は解消する、ように構成される、
請求項１２～１５のいずれかの無線デバイス（１２）。
【請求項１７】
　前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定を並置するために、前記１つ以上の処理回路（５０）
は、前記測位測定が前記ＲＲＭ測定と時間的に重複するように又は前記ＲＲＭ測定と時間
的により近接して発生するように、前記測定サイクルに時間シフトを適用するように及び
／又は前記測位測定を実行する、ように構成される、請求項１６の無線デバイス（１２）
。
【請求項１８】
　前記１つ以上の処理回路（５０）は、受信される前記ＰＲＳ構成及び前記ＳＣｅｌｌ測
定サイクル構成における１つ以上のパラメータに従って、前記測位測定及び前記ＲＲＭ測
定を並置することにより、前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定を並置する、ように構成され
る、請求項１２～１７のいずれかの無線デバイス（１２）。
【請求項１９】
　中断の前記許容されるレベルは、前記サービングセル上で送信されるパケットの、逸失
するＡＣＫ／ＮＡＣＫの確率として定義される、請求項１２～１８のいずれかの無線デバ
イス（１２）。
【請求項２０】
　前記１つ以上の処理回路（５０）は、前記サービングセルと前記ＳＣＣ上の前記少なく
とも１つのセルとの間に共通的な不連続受信（ＤＲＸ）が存在するときに、又は、共通的
なＤＲＸが存在せず且つ前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成において特定された測定サイク
ル値が定義される持続期間未満であるときに、前記測位測定及び前記ＲＲＭ測定から生じ
る前記サービングセル上のいかなる中断をも防止するように、前記測位測定及び前記ＲＲ
Ｍ測定を並置する、ように構成される、請求項１２～１９のいずれかの無線デバイス（１
２）。
【請求項２１】
　前記１つ以上の処理回路（５０）はさらに、共通的なＤＲＸが存在しないときに、及び
、前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成において特定された前記測定サイクル値が前記定義さ
れる持続期間以上であるときに、前記サービングセル上で送信されるパケットの定義され
るレベルよりも多くの確率の逸失するＡＣＫ／ＮＡＣＫを防止するように、前記測位測定
及び前記ＲＲＭ測定を並置する、ように構成される、請求項２０の無線デバイス（１２）
。
【請求項２２】
　前記無線デバイス（１２）は、前記ＲＲＭ測定及び前記測位測定により引き起こされる
、対応する前記中断の関数として定義される容認される中断を、前記サービングセルの中
断が超過することを防止するように構成され、前記関数は、前記対応する中断の最小、前
記対応する中断の加重平均若しくは算術平均、又は、前記対応する中断の最大、のうちの
１つである、請求項１２～２１のいずれかの無線デバイス（１２）。
【請求項２３】
　キャリアアグリゲーション構成に従って動作する無線デバイス（１２）のサービングセ
ル上の許容されるレベルよりも多くの中断を防止する、マルチキャリア無線通信ネットワ
ーク（１０）内のネットワークノード（６０）における方法（８００）であって、
　前記無線デバイス（１２）のサービングセル上の中断の許容されるレベルの超過を回避
するように、構成されるセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）上の少なくとも１
つのセル上で前記無線デバイス（１２）により行われるべき測位測定と無線リソース管理
（ＲＲＭ）測定との間で必要とされるアラインメントを判定すること（８０２）と、
　判定された前記アラインメントに基づいて、前記ＳＣＣ上の前記少なくとも１つのセル
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上の前記ＲＲＭ測定を制御するセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）測定サイクル構成及び前記
ＳＣＣ上の前記少なくとも１つのセル上の前記測位測定を制御するＰＲＳ構成、のうちの
少なくとも一方を適応させること（８０４）と、
　適応された前記一方又は双方の構成を、前記無線デバイス（１２）及び前記無線デバイ
ス（１２）のサービング無線ネットワークノード（１８）、のうちの少なくとも一方へ送
信すること（８０６）と、
　を含む方法（８００）。
【請求項２４】
　前記適応させるステップ（８０４）は、前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成により定義さ
れるような、ＳＣｅｌｌ測定サイクルのＳＣｅｌｌ測定周期及び開始時間のうちの１つ以
上を適応させること、を含む、請求項２３の方法（８００）。
【請求項２５】
　前記適応させるステップ（８０４）は、以下の適応、即ち、
　前記ＳＣｅｌｌ測定サイクルの周期をＰＲ
Ｓ測定サイクルに等しく設定すること、及び、
　少なくとも定義される範囲以内で、前記ＳＣｅｌｌ測定サイクルの開始時間を前記ＰＲ
Ｓ測定サイクルの開始時間に合わせること、
　のうちの１つ以上を含む、請求項２３又は２４の方法（８００）。
【請求項２６】
　前記適応を別のネットワークノード（１８、２８、３０）に通知すること、をさらに含
む、請求項２３～２５のいずれかの方法（８００）。
【請求項２７】
　前記ネットワークノード（６０）は、前記サービング無線ネットワークノード（１８）
を含み、前記適応させることは、前記サービング無線ネットワークノード（１８）が前記
ＰＲＳ構成を基準として前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を適応させること、を含む、請
求項２３～２６のいずれかの方法（８００）。
【請求項２８】
　前記ネットワークノード（６０）は、前記無線通信ネットワーク（１０）内の、又は、
前記無線通信ネットワーク（１０）に関連付けられる、測位ノード（２８、３０）を含み
、前記適応させること（８０４）は、前記測位ノード（２８、３０）が前記ＳＣｅｌｌ測
定サイクル構成を基準として前記ＰＲＳ構成を適応させること、を含む、請求項２３～２
６のいずれかの方法（８００）。
【請求項２９】
　前記適応させること（８０４）は、ＰＲＳ測定機会の周期、前記ＰＲＳ機会内のＰＲＳ
サブフレームの数、及び、測位測定のために使用されるミュートパターン、のうちの１つ
以上を適応させること、を含む、請求項２８の方法（８００）。
【請求項３０】
　前記適応させること（８０４）は、前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成により定義される
ような、前記ＰＲＳ機会の前記周期をＳＣｅｌｌ測定サイクルの前記周期に等しく設定す
ること、を含む、請求項２８又は２９の方法（８００）。
【請求項３１】
　前記サービングセルは、プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）上の少なくとも
プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）と、追加的に前記ＳＣＣ上のセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ
）とを含み、前記ＳＣｅｌｌは、非アクティブ化される、請求項２３～３０のいずれかの
方法（８００）。
【請求項３２】
　中断の前記許容されるレベルは、前記サービングセル上で送信されるパケットの、逸失
するＡＣＫ／ＮＡＣＫの確率として定義される、請求項２３～３１のいずれかの方法（８
００）。
【請求項３３】



(6) JP 2015-531206 A 2015.10.29

10

20

30

40

50

　マルチキャリア無線通信ネットワーク（１０）における動作のために構成されるネット
ワークノード（６０）であって、
　前記無線通信ネットワーク（１０）内の１つ以上の他のネットワークノード（１８、２
８、３０）との間で通信すること、及び、キャリアアグリゲーション構成に従って、前記
無線通信ネットワーク（１０）において動作する無線デバイス（１２）との間で通信する
こと、のうちの少なくとも一方のために構成される通信インタフェース（６２）と、
　前記通信インタフェース（６２）と動作可能に関連付けられる１つ以上の処理回路（６
４）であって、
　　前記無線デバイス（１２）のサービングセル上の中断の許容されるレベルの超過を回
避するように、構成されるセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）上の少なくとも
１つのセル上で前記無線デバイス（１２）により行われるべき測位測定と無線リソース管
理（ＲＲＭ）測定との間で必要とされるアラインメントを判定し、
　　判定された前記アラインメントに基づいて、前記ＳＣＣ上の前記少なくとも１つのセ
ル上の前記ＲＲＭ測定を制御するセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）測定サイクル構成及び前
記ＳＣＣ上の前記少なくとも１つのセル上の前記測位測定を制御するＰＲＳ構成、のうち
の少なくとも一方を適応させ、並びに、
　　適応された前記一方又は双方の構成を、前記無線デバイス（１２）及び前記無線通信
ネットワーク（１０）内のサービング無線ネットワークノード（１８）、のうちの少なく
とも一方へ送信する、
　ように構成されることに基づき、前記無線デバイス（１２）のサービングセル上の定義
されるレベルよりも多くの中断を防止するように構成される、前記１つ以上の処理回路（
６４）と、
　を含むネットワークノード（６０）。
【請求項３４】
　前記１つ以上の処理回路（６４）は、前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成により定義され
るような、ＳＣｅｌｌ測定サイクルのＳＣｅｌｌ測定周期及び開始時間、のうちの１つ以
上を適応させる、ように構成される、請求項３３のネットワークノード（６０）。
【請求項３５】
　前記１つ以上の処理回路（６４）は、以下の適応、即ち、
　前記ＳＣｅｌｌ測定サイクルの周期をＰＲＳ測定サイクルに等しく設定すること、及び
、
　少なくとも定義される範囲以内で、前記ＳＣｅｌｌ測定サイクルの開始時間を前記ＰＲ
Ｓ測定サイクルの開始時間に合わせること、
　のうちの１つ以上を実行するように構成される、請求項３３又は３４のネットワークノ
ード（６０）。
【請求項３６】
　前記１つ以上の処理回路（６４）は、前記適応を別のネットワークノード（１８、２８
、３０）に通知するように構成される、請求項３３～３５のいずれかのネットワークノー
ド（６０）。
【請求項３７】
　前記ネットワークノード（６０）は、前記サービング無線ネットワークノード（１８）
を含み、前記１つ以上の処理回路（６４）は、前記ＰＲＳ構成を基準として前記ＳＣｅｌ
ｌ測定サイクル構成を適応させるように構成される、請求項３３～３６のいずれかのネッ
トワークノード（６０）。
【請求項３８】
　前記ネットワークノード（６０）は、前記無線通信ネットワーク（１０）内の、又は、
前記無線通信ネットワーク（１０）に関連付けられる、測位ノード（２８、３０）を含み
、前記１つ以上の処理回路（６４）は、前記ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を基準として前
記ＰＲＳ構成を適応させるように構成される、請求項３３～３６のいずれかのネットワー
クノード（６０）。
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【請求項３９】
　前記１つ以上の処理回路（６４）は、ＰＲＳ測定機会の周期、前記ＰＲＳ機会内のＰＲ
Ｓサブフレームの数、及び、測位測定のために使用されるミュートパターン、のうちの１
つ以上を適応させる、ように構成される、請求項３８のネットワークノード（６０）。
【請求項４０】
　前記１つ以上の処理回路（６４）は、前記ＰＲＳ機会の前記周期を、前記ＳＣｅｌｌ測
定サイクル構成により定義されるような、ＳＣｅｌｌ測定サイクルの前記周期に等しく設
定することにより、前記適応させることを実行するように構成される、請求項３８又は３
９のネットワークノード（６０）。
【請求項４１】
　マルチキャリア無線通信ネットワーク（１０）における動作のために構成される無線デ
バイス（１２）における方法であって、
　構成ルールを呼び出すための条件が充足されたことを検出することと、前記構成ルール
は、前記無線デバイス（１２）のキャリアアグリゲーション構成に含まれる、構成される
プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）及び１つ以上のセカンダリコンポーネント
キャリア（ＳＣＣ）を基準として、前記無線デバイス（１２）により行われるマルチキャ
リア測位測定及び／又は無線リソース管理（ＲＲＭ）測定から生じるアップリンク（ＵＬ
）送信中断を、定義される確率に従って防止又は低減することと、
　前記構成ルールに従って、１つ以上の測定設定を適応させることと、前記測定の設定は
、前記ＳＣＣ上の１つ以上のセル上で前記無線デバイスにより行われる前記マルチキャリ
ア測位測定及び／又は前記ＲＲＭ測定を制御することと、
　適応された前記測定の設定に従って、前記測位測定及び／又は前記ＲＲＭ測定を実行す
ることと、
　を含む方法。
【請求項４２】
　前記条件が充足されたことを検出することは、前記無線通信ネットワーク（１０）から
標識を受信すること、を含む、請求項４１の方法。
【請求項４３】
　前記無線通信ネットワーク（１０）から前記構成ルールを受信すること、をさらに含む
、請求項４１又は４２の方法。
【請求項４４】
　マルチキャリア無線通信ネットワーク（１０）における動作のために構成されるネット
ワークノード（６０）における方法であって、
　構成ルールに従って、無線デバイス（１２）についてのアップリンク（ＵＬ）送信構成
を判定することと、前記構成ルールは、無線デバイス（１２）のキャリアアグリゲーショ
ン構成に含まれる、構成されるプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）及び１つ以
上のセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）を基準として、前記無線デバイス（１
２）により行われるマルチキャリア測位測定及び／又は無線リソース管理（ＲＲＭ）測定
から生じるアップリンク（ＵＬ）送信中断を、定義される確率に従って防止又は低減する
ことと、
　前記構成ルールに従って、１つ以上のＵＬ送信構成の設定を適応させることと、
　適応された前記ＵＬ送信構成の設定を、前記無線デバイス（１２）へ、又は、前記無線
デバイス（１２）へ転送するために前記無線デバイス（１２）のサービング無線ネットワ
ークノード（１８）へ、送信することと、
　を含む方法。
【請求項４５】
　前記構成ルールをトリガするための条件が充足されたことを検出することに基づき、前
記無線デバイス（１２）において、適応された前記ＵＬ送信構成の呼び出しをトリガする
こと、をさらに含む、請求項４４の方法。
【請求項４６】
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　前記構成ルール、及び／又は、前記構成ルールを呼び出すために充足されるべき１つ以
上の条件の標識、を送信すること、をさらに含む、請求項４４又は４５の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ここでの教示は、一般に、無線通信ネットワークに関し、具体的には、無線デバイスが
マルチキャリアネットワークにおいて無線信号を送信及び／又は受信し得るようなマルチ
キャリアシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　キャリアアグリゲーション（ＣＡ）の特徴は、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）のた
めの３ＧＰＰ標準のリリース１０において導入された。追加的なＣＡの特徴は、リリース
１１に含まれる。ＣＡは、高速パケットアクセス又はＨＳＰＡについても仕様化されてい
る。ＣＡによれば、無線デバイスは、１つのプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ
）及び１つ以上のセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）と共に構成される。ネッ
トワークは、ＰＣＣ上でプライマリセル（ＰＣｅｌｌ）から無線デバイスへサービスし、
１つ以上のＳＣＣ上で１つ以上のセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）から無線デバイスへサー
ビスし得る。なお、構成されるＳＣｅｌｌをアクティブ化し及び非アクティブ化すること
ができ、当然ながら、無線デバイスのキャリアアグリゲーション構成に含まれる個別のセ
ルは、例えば変化する信号条件、モビリティイベント等に応じて変更され得る。
【０００３】
　ＳＣｅｌｌのアクティブ化及び非アクティブ化は、無線デバイスから“見える（seen）
”統合されたキャリア帯域幅を変化させる。よって、ＳＣｅｌｌのアクティブ化及び非ア
クティブ化は、そうした変化に応じた無線デバイスによるその受信器帯域幅の再構成を引
き起こす。転じて、受信器の再構成は、対応するＳＣｅｌｌの測定サイクル（measCycleS
Cell）及び不連続受信（ＤＲＸ）が使用されるか否かに依存して、少なくともＰＣｅｌｌ
上での中断を引き起こし得る。それら中断は、逸失するパケット、例えば逸失するＡＣＫ
／ＮＡＣＫシグナリングの可能性を増加させることから、システム性能を劣化させる。さ
らに、無線デバイスが、低頻度で送信される特に測位リファレンス信号（ＰＲＳ）上での
測位測定を実行する場合、少なくともＰＣｅｌｌ上での中断の影響は、測位測定を深刻に
劣化させる。この劣化は、転じて、測位精度を低下させる。この点で低下した精度は、例
えば緊急通話といった複数のクリティカルなサービスのために測位測定が使用されること
から、特に問題である。
【０００４】
　そのいくつもの利点の中で、ＣＡは、向上されるピークレートを提供する。例えば、Ｈ
ＳＰＡにおいて複数個の５ＭＨｚキャリアを使用して、ＨＳＰＡネットワーク内でピーク
レートを向上させることができる。ＬＴＥネットワークにおいても同様に、ＵＬにおいて
及び／又はＤＬ上で、各々が帯域幅において２０ＭＨｚまでである複数個のキャリアを統
合することができる。マルチキャリア又はキャリアアグリゲーションシステムにおける各
キャリアは、一般に、コンポーネントキャリア（ＣＣ）と呼称され、又は時として“セル
”と称される。ここで、“コンポーネントキャリア”又は“ＣＣ”という用語が、マルチ
キャリア無線通信ネットワークにおけるキャリアアグリゲーションのために使用される個
々のキャリアを単に意味するものと想定され得る。同様に、“ＣＡ”及び“キャリアアグ
リゲーション”という用語は、“マルチキャリアシステム”、“マルチセル動作”、“マ
ルチキャリア動作”、並びに、“マルチキャリア送信”及び／又は“マルチキャリア受信
”と互換可能に使用され得る。
【０００５】
　ＣＡは、アップリンク方向及びダウンリンク方向においてシグナリング及びデータの送
信のために使用され得る。先に注記したように、ＣＣのうちの１つは、“アンカーキャリ
ア”とも称され得るＰＣＣとして動作する。また注記されるように、残りのＣＣは、ＳＣ
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Ｃ又は“補足（supplementary）”キャリアと呼ばれる。一般に、ＰＣＣは、デバイス固
有の必須のシグナリングを搬送し、アップリンク方向及びダウンリンク方向の双方に存在
する。ネットワークは、異なるＰＣＣを、同じセクタ又はセル内で動作する異なるデバイ
スに割り振り得る。
【０００６】
　従って、ユーザ機器（ＵＥ）又は他の無線デバイスは、ダウンリンクにおいて、及び／
又はアップリンクにおいて、２つ以上のサービングセルを有し得る。例えば、所与の無線
デバイスは、ＰＣＣ上で動作するプライマリサービングセルと、ＳＣＣ上で動作する１つ
以上のサービングＳＣｅｌｌとを有し得る。サービングセルは、プライマリセル（ＰＣｅ
ｌｌ）又はプライマリサービングセル（ＰＳＣ）と互換可能に呼ばれる。ＰＣｅｌｌ及び
ＳＣｅｌｌは、デバイスがデータを受信及び／又は送信することを可能にする。より詳細
には、ＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌは、デバイスによるデータの受信及び送信のために、Ｄ
Ｌ及び／又はＵＬに存在する。ＰＣＣ及びＳＣＣ上の残りの非サービングセルは、隣接セ
ルと呼ばれる。即ち、同じＰＣＣ上で動作する１つ以上の隣接セルと、同じＳＣＣ上で動
作する１つ以上の隣接セルとが存在し得る。
【０００７】
　ＣＡに属する複数のＣＣは、同じ周波数帯域に属してもよく、それはイントラ帯域ＣＡ
と称される。代替的に、複数のＣＣは、異なる周波数帯域に属してもよく、それはインタ
ー帯域ＣＡと称される。さらに、所与のＣＡ構成は、イントラ帯域ＣＣ及びインター帯域
ＣＣの双方、例えば、帯域Ａにおける２つのＣＣと、帯域Ｂにおける１つのＣＣとを含み
得る。またさらに、２つの帯域にわたって分散されたキャリアを含むインター帯域ＣＡ構
成は、ＨＳＰＡネットワークにおいては、デュアル帯域デュアルキャリアＨＳＤＰＡ（Ｄ
Ｂ－ＤＣ－ＨＳＤＰＡ）と呼ばれ、ＬＴＥネットワークにおいては、インター帯域ＣＡと
単に称される。
【０００８】
　さらに、イントラ帯域ＣＡ内のＣＣは、周波数ドメインにおいて近接（adjacent）又は
非近接（non-adjacent）の状態であってよい。後者の場合は、イントラ帯域非近接ＣＡと
称される。イントラ帯域近接ＣＣ、イントラ帯域非近接ＣＣ、及びインター帯域ＣＣを含
むハイブリッドＣＡ構成も可能である。異なる技術のキャリア間でＣＡを使用することは
、“マルチＲＡＴキャリアアグリゲーション”、又は“マルチＲＡＴマルチキャリアシス
テム”、又は単に“インターＲＡＴキャリアアグリゲーション”とも称される。マルチＲ
ＡＴ　ＣＡの１つの例において、ＷＣＤＭＡ及びＬＴＥからのキャリアは統合される。マ
ルチＲＡＴ　ＣＡの別の例において、ＬＴＥ及びＣＤＭＡ２０００からのキャリアが統合
される。明瞭にするために、同じＲＡＴのキャリアのアグリゲーションは、“イントラＲ
ＡＴ”ＣＡ、又は単に“単一のＲＡＴ”ＣＡと称され得る。特段に注記されない限り、こ
こで使用される用語“ＣＡ”は、任意のそうしたタイプのキャリアアグリゲーションを指
し得る。
【０００９】
　所与のＣＡ構成に含まれるＣＣは、共設（co-locate）されていてもよく、又は共設さ
れていなくてもよい。即ち、所与のＣＡ構成に含まれる全てのＣＣが、同じ拠点、基地局
、又はリレーノード、モバイルリレーなどといった他の無線ネットワークノードを必要と
する訳ではない。例えば、ＣＣは、異なるロケーションにおいて送信又は受信されてもよ
い。ネットワーク内の複数の非共設送信ポイントに関与するＣＡ構成を含む例もある。非
共設送信ポイントの例は、地理的に分離された基地局、遠隔無線ヘッド（ＲＲＨ）、及び
／又は遠隔無線ユニット（ＲＲＵ）を含む。そうした配置構成（arrangements）のよく知
られた例は、ＲＲＵ及び／又はＲＲＨの使用だけではなく、より広くは、分散アンテナシ
ステム（ＤＡＳ）、並びに、協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）の送信及び／又は受信配置
構成の使用も含む。
【００１０】
　ここでの教示は、そうした配置構成に適用され、ＣｏＭＰシステムへの直接の適用可能
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性を有しており、ＣＡがマルチアンテナ送信と併せて使用されてよいことにも留意される
べきである。例えば、ＣＡ構成に含まれる各ＣＣ上の信号は、２つ以上の送信アンテナを
通じて基地局により無線デバイスへ送信されてもよく、又は、２つ以上の受信アンテナを
通じて基地局により無線デバイスから受信されてもよい。
【００１１】
　さらに詳細には、リリース１１は、“新たなキャリアタイプ（new　carrier　type）”
あるいはＮＣＴとも称され得る“追加的なキャリアタイプ（additional　carrier　type
）”あるいはＡＣＴを提供し、ここでは、１つ以上のＳＣｅｌｌがＡＣＴ上で動作するこ
とができる。ＡＣＴ又はＮＣＴは、１つのタイプのＳＣＣであるが、ＡＣＴ上のセルは、
削減される数の、或る信号タイプを包含していることが考えられ、ここで、この削減は、
時間ドメイン及び／又は周波数ドメインにおいて定義される。例えば、ＡＣＴ上のセルは
、５ミリ秒につき１つのサブフレームにおいてのみ、セル固有のリファレンスシンボル（
ＣＲＳ）を包含し得る。ＣＲＳは、周波数ドメインにおいても削減されてよく、例えば、
ＣＲＳは、セル帯域幅（ＢＷ）がたとえ２５リソースブロック（ＲＢ）よりも大きい場合
でも、全ＯＦＤＭ時間／周波数グリッドの中央の２５個のＲＢに出現する。
【００１２】
　それとは対照的に、“レガシー”キャリアにおいて、ＣＲＳは、キャリア帯域幅全体を
通じて各サブフレームにおいて送信される。また、ＡＣＴにおける同期信号も、５ミリ秒
を使用するレガシーキャリアに比べて時間的に低下した密度を潜在的に有する。さらに、
ＡＣＴにおける同期信号は、構成可能なパターンに従って送信され得る。よって、ＡＣＴ
上におけるＳＣｅｌｌは、従って、データの受信用に使用され、その一方で、重要な制御
情報は、ＰＣＣ上で送信されるＰＣｅｌｌ上で主に送信される。ＰＣＣは常に、正規のレ
ガシーキャリアであり、即ち、リリース８において定義される全ての共通チャネル及び信
号を包含する。
【００１３】
　ＣＡ動作は、マルチキャリアのセットアップ及び解放の手続きを要し、当該手続きは、
ダウンリンク及び／又はアップリンクにおける、ＣＡ対応の無線デバイスによるＳＣｅｌ
ｌの使用の、少なくとも一時的なセットアップ又は解放を、マルチキャリアネットワーク
が行うことを可能にする。ＳＣｅｌｌのセットアップ及び解放は、２つの主要概念、即ち
、ＳＣｅｌｌの構成及び構成解除（de-configuration）と、ＳＣｅｌｌのアクティブ化及
び非アクティブ化とを内包する。
【００１４】
　一例としてＬＴＥの文脈を使用すると、ｅＮｏｄｅＢは、１つ以上のＳＣｅｌｌ、例え
ば、ダウンリンクＳＣｅｌｌ、アップリンクＳＣｅｌｌ、又はそれらの双方と共にＣＡ対
応の無線デバイスを構成するための構成手続きを使用する。一方、構成解除手続きは、ダ
ウンリンク及び／又はアップリンクにおいて既に構成された１つ以上のＳＣｅｌｌを構成
解除又は除外するために、ｅＮｏｄｅＢによって使用される。構成手続き又は構成解除手
続きは、無線デバイスの現行のＣＡ構成においてＳＣｅｌｌの数を増加若しくは減少させ
るために、又は、既存のＳＣｅｌｌを新たなＳＣｅｌｌとスワップするために、などの、
現行のマルチキャリア構成を変化させるためにも使用される。構成及び構成解除は、無線
リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを使用して、ｅＮｏｄｅＢにより行われる。
【００１５】
　さらに、ＬＴＥにおけるｅＮｏｄｅＢは、１つ以上の対応するＳＣＣ上の、現在非アク
ティブ化されている１つ以上のＳＣｅｌｌをアクティブ化することができる。その反対に
、ｅＮｏｄｅＢは、現在アクティブである１つ以上のＳＣｅｌｌを非アクティブ化するこ
とができる。よって、所与の無線デバイスのＣＡ構成に含まれるＳＣｅｌｌは、ｅＮｏｄ
ｅＢによって構成され、当該ｅＮｏｄｅＢは、それらＳＣｅｌｌのうちの個々のＳＣｅｌ
ｌをアクティブ化及び非アクティブ化することができる。ＰＣｅｌｌは、常にアクティブ
化されており、構成されるＳＣｅｌｌは、まずＳＣｅｌｌ追加の後に、及び、無線デバイ
スのハンドオーバの後に、非アクティブ化される。
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【００１６】
　ＳＣｅｌｌのアクティブ化及び非アクティブ化は、アクティブ化／非アクティブ化メデ
ィアアクセス制御（ＭＡＣ）制御エレメントを送信することによって達成される。アクテ
ィブ化／非アクティブ化コマンド、又は、より詳細には“アクティブ化／非アクティブ化
ＭＡＣ制御エレメント（ＣＥ）”は、ＭＡＣレイヤを介して無線デバイスへ送信される。
この個別のＭＡＣ　ＣＥは、図１に示されるような、固定サイズを有し、かつ、単一のオ
クテット－オクテット１～７つのＣフィールドと１つのＲフィールドとを包含する－から
成るＭＡＣプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）サブヘッダにより識別される。アクティ
ブ化／非アクティブ化ＭＡＣ制御エレメント内のＣｉフィールド及びＲフィールドは、以
下のように定義される。Ｃｉについては、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１　Ｖ１０．５．
０（２０１２－０３）において仕様化されるようなSCellIndex　ｉと共に構成されるＳＣ
ｅｌｌが存在する場合、このフィールドは、SCellIndex　ｉを伴うＳＣｅｌｌのアクティ
ブ化／非アクティブ化のステータスを示す。当該ＳＣｅｌｌが存在しない場合、無線デバ
イスは、Ｃｉフィールドを無視するものとする。Ｃｉフィールドは、SCellIndex　ｉを伴
うＳＣｅｌｌがアクティブ化されているものとすることを示すために“１”に設定される
。Ｃｉフィールドは、SCellIndex　ｉを伴うＳＣｅｌｌが非アクティブ化されているもの
とすることを示すために“０”に設定される。Ｒフィールドは、予備ビットであり、“０
”に設定される。
【００１７】
　典型的には、ＳＣｅｌｌの非アクティブ化は、ＳＣｅｌｌ上で送信するデータが存在し
ないときに行われる。非アクティブ化は、無線デバイスにおけるバッテリ節電を可能にす
る。現行の標準である３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．１３３、ｖ１０．７．０において、アップ
リンクＳＣｅｌｌ及びダウンリンクＳＣｅｌｌの双方は、ＭＡＣ　ＣＥを受信すると、同
時にアクティブ化及び／又は非アクティブ化される。しかしながら、アクティブ化／非ア
クティブ化は、原則的に、アップリンクＳＣｅｌｌ及びダウンリンクＳＣｅｌｌ上で独立
して行われ得る。
【００１８】
　先に示唆したように、ＰＣｅｌｌ上のグリッチ（glitches）又は中断は、ＳＣｅｌｌが
構成されるか、構成解除されるか、アクティブ化されるか、又は非アクティブ化される任
意の時間を含めた、ＳＣｅｌｌのセットアップ又は解放と共に生じ得る。そうした中断は
、無線デバイスが２つ以上のＣＣを受信及び／又は送信するために単一の無線チェーンを
有する場合に、主として発生する。例えば、複数のＣＣが近接しているイントラ帯域キャ
リアアグリゲーションの場合、無線デバイスは、各々が２０ＭＨｚのＢＷである２つのＣ
Ｃを使用するために、４０ＭＨｚの統合されたＢＷを得ようと動的に再構成され得る単一
の無線機（radio）を有し得る。
【００１９】
　特に、中断は、無線デバイスが、その受信及び／又は送信帯域幅ＢＷを、単一キャリア
動作から多重キャリア動作へと、又はその逆に変化させたときに生じる。ＢＷを変化させ
るために、無線デバイスは、ＲＦフィルタ、パワー増幅器などといった、そのＲＦチェー
ンにおけるＲＦコンポーネントを再構成しなければならない。例えば、２つのダウンリン
クキャリアが構成され、そうしたキャリアの各々が２０ＭＨｚのＢＷを有するＣＡ構成に
従って動作する無線デバイスを考慮されたい。当該ＣＣのうちの一方がＰＣＣとして動作
し、当該ＣＣのうちの一方がＳＣＣとして動作することを理解されるであろう。サービン
グ／プライマリセルによるセカンダリコンポーネントキャリアの非アクティブ化は、無線
デバイスによる、その送受信器ＢＷの、例えば４０ＭＨｚから２０ＭＨｚへの削減を引き
起こす。この再構成は、ＰＣＣ上におけるＰＣｅｌｌ上で５～１０ミリ秒の中断を引き起
こし得る。同様に、ＳＣｅｌｌが構成又は構成解除される場合、ＰＣｅｌｌは、１５～２
０ミリ秒にわたって中断され得る。
【００２０】
　ＳＣｅｌｌ及びＰＣｅｌｌ若しくは別のＳＣｅｌｌが、同じ若しくは異なるダウンリン
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ク／アップリンクサブフレーム構成を有し得る時分割複信（ＴＤＤ）セルであるとき、又
は、ＳＣｅｌｌ及びＰＣｅｌｌの双方若しくは別のＳＣｅｌｌが、周波数分割複信（ＦＤ
Ｄ）セルであるときでさえも、といったときに、ダウンリンクＳＣｅｌｌのセットアップ
又は解放は、アップリンク中断も引き起こし得る。同様に、ＳＣｅｌｌ及びＰＣｅｌｌ又
は別のＳＣｅｌｌが、ＴＤＤセル又はＦＤＤセルであるとき、といったときに、アップリ
ンクＳＣｅｌｌのセットアップ及び解放は、ダウンリンクにおいて中断を引き起こし得る
。
【００２１】
　そうした中断ピリオド中に、無線デバイスは、どのような信号又は情報をも、ネットワ
ークから受信することができず、及び／又は、ネットワークへ送信することができない。
さらに、そうした中断中に、無線デバイスは、それ自体の信号の受信及び／又は送信の不
能を起因として、測定を実行することができない。
【００２２】
　現行の標準では、ＳＣｅｌｌのアクティブ化ステータスの変化に応じた受信器帯域幅の
再構成から生じるＰＣｅｌｌ上の中断は、measCycleSCell及びＤＲＸが使用されるか否か
に依存して許容され得る。例えば、共通的なＤＲＸが使用されておらず、measCycleSCell
＜６４０ミリ秒であるとき、又は、共通的なＤＲＸが使用されているときに、ＰＣｅｌｌ
上の中断は容認されない。一方、共通的なＤＲＸが使用されていないとき、及び、measCy
cleSCell≧６４０ミリ秒であるとき、０．５％までの確率の、逸失するＡＣＫ／ＮＡＣＫ
の、ＰＣｅｌｌ上の中断が許容される。
【００２３】
　なお、無線デバイスは、非アクティブ化されたＳＣｅｌｌ上で、又は、非アクティブ化
されたＳＣｅｌｌと同じＳＣＣ上の他のセル上で、測定を実行し得る。そうした場合、測
定は、上位レイヤによって構成される測定サイクルにおいて実行される。測定サイクルは
、１６０、２５６、３２０、又は５１２サブフレームの周期を有し得る。各サイクル内に
おける測定の最大時間は、標準によって現在制約されていないが、実際には、各サイクル
において６つまでのサブフレームである見込みが高い。上述のように、現行の標準は、非
アクティブ化されたＳＣｅｌｌを有するＳＣＣ上で無線デバイスが測定を実行するときの
、ＰＣｅｌｌ上での中断のための要件を仕様化している。
【００２４】
　測位測定は、無線信号パワーの中でも、無線デバイスが無線リソース管理（ＲＲＭ）の
ために、及び、測位のために行う品質及びタイミング又は相対的タイミングの測定である
。ＵＥ、モバイルリレー、タブレット、ラップトップコンピュータ、ＰＤＡなどであり得
るターゲットデバイスのロケーションを判定するための、いくつもの測位方法が存在する
。よく知られた方法は、支援型汎地球衛星航法システム（Ａ－ＧＮＳＳ）測定などの、衛
星ベースの方法を含む。そうした例が、支援型全地球測位システム（Ａ－ＧＰＳ）測定で
ある。
【００２５】
　ＬＴＥネットワークで使用される別のアプローチは、観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）測
定に依拠し、ＯＴＤＯＡは無線デバイスがその位置を判定するためにリファレンス信号タ
イミング差（ＲＳＴＤ）測定を行うことに依拠する。別のアプローチにおいて、ロケーシ
ョン測定ユニット又はＬＭＵは、アップリンク到達時間差（ＵＴＤＯＡ）を測定して、無
線デバイスのロケーションを判定する。高度なセルＩＤ技法は、デバイス位置を判定する
ために、デバイス受信／送信（Ｒｘ／Ｔｘ）時間差、基地局Ｒｘ－Ｔｘ時間差、ＬＴＥパ
イロット及び／又はリファレンス信号受信品質（ＲＳＲＱ）、ＨＳＰＡ　ＣＰＩＣＨ測定
、到着角（ＡｏＡ）測定などのうちの１つ以上を使用する。さらに、いわゆる“ハイブリ
ッド”方法は、デバイス位置を判定するために、２つ以上の測定方法からの測定タイプ又
は測定技法を組み合わせる。
【００２６】
　発展型サービングセルモバイルロケーションセンター若しくはＥ－ＳＭＬＣ、又はＳＵ
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ＰＬロケーションプラットフォーム（ＳＬＰ）、又はロケーションサーバ－ここで、“Ｓ
ＵＰＬ”は、“セキュアなユーザプレーンロケーション”を表す－などの、ＬＴＥにおけ
る異なるタイプの測位ノードが存在する。ＬＴＥにおいて、測位ノードは、１つ以上の測
位測定を実行するように、無線デバイス、ｅＮｏｄｅＢ、又はＬＭＵを構成する。測位測
定は、デバイスのロケーションを判定するために、無線デバイス又は測位ノードによって
使用される。測位ノードは、ＬＴＥ測位プロトコル（ＬＰＰ）、又は、ＬＰＰａと称され
る当該プロトコルのアネックスを使用して、ＬＴＥにおけるデバイス及びｅＮｏｄｅＢと
の間で通信する。
【００２７】
　ＬＴＥにおける測位ネットワークアーキテクチャの見地から、３つの鍵となる要素は、
ＬＣＳクライアント、ＬＣＳターゲット、及びＬＣＳサーバを含み、ここで“ＬＣＳ”は
、ロケーションサービスを表す。ＬＣＳサーバは、測定値及び他のロケーション情報を収
集すること、必要時に測定におけるターゲットを支援すること、並びに、ＬＣＳターゲッ
トロケーションを推定することによって、ＬＣＳターゲットについての測位を管理する物
理エンティティ又は論理エンティティである。ＬＣＳクライアントは、１つ以上のＬＣＳ
ターゲット、即ち、測位されるエンティティについてのロケーション情報を得る目的のた
めにＬＣＳサーバとインタラクションするソフトウェアエンティティ及び／又はハードウ
ェアエンティティである。ＬＣＳクライアントは、ＬＣＳターゲット自体に常駐してもよ
い。ＬＣＳクライアントは、ロケーション情報を得るために要求をＬＣＳサーバへ送信し
、ＬＣＳサーバは、受信した要求を処理して当該要求へサービスし、測位の結果と、任意
に、速度推定値とをＬＣＳクライアントへ送信する。測位要求は、ターゲットデバイス若
しくはエンティティから、又は、ネットワークノード若しくは外部クライアントから発信
され得る。
【００２８】
　測位計算は、例えば、ＬＴＥにおけるＥ－ＳＭＬＣ若しくはＳＬＰなどの測位サーバに
よって行うことができ、又は、少なくとも部分的にはターゲットとされる無線デバイスに
おいて実施され得る。前者のアプローチは、ＵＥ支援型測位モードに対応し、これに対し
て後者のアプローチは、３ＧＰＰの用法においてＵＥベースの測位と称される、デバイス
ベースの測位モードに対応する。
【００２９】
　ＬＰＰは、ＬＣＳサーバとＬＣＳターゲットデバイスとの間のポイントツーポイントプ
ロトコルであり、ターゲットデバイスを測位するために使用される。ＬＰＰは、ユーザプ
レーン及び制御プレーンの双方において使用されてよく、複数個のＬＰＰ手続きが、直列
に及び／又は並列に容認され、それにより待ち時間を短縮する。ＬＰＰａは、ｅＮｏｄｅ
ＢとＬＣＳサーバとの間のプロトコルであり、制御プレーンの測位手続きのためだけに仕
様化されている。しかしながら、ＬＰＰａは、情報及びｅＮｏｄｅＢ測定のためにｅＮｏ
ｄｅＢにクエリを行うことにより、ユーザプレーンの測位を支援するために使用されても
よい。ＳＵＰＬプロトコルは、ユーザプレーンにおけるＬＰＰ用のトランスポートとして
使用される。ＬＰＰは、ＬＰＰメッセージ内においてＬＰＰ拡張子メッセージを伝達する
ためにも使用され得る。例えば、ＯＭＡ　ＬＰＰ拡張（ＬＰＰｅ）は、例えば、事業者固
有の支援データを可能にするように、又は、ＬＰＰと共に提供され得ない支援データを可
能にするように、仕様化されている。ＬＰＰｅは、追加的な位置報告フォーマット又は新
たな測位方法をサポートするのにも有用であり得る。
【００３０】
　ＵＴＤＯＡなどのアップリンク測位のために、ＬＭＵが使用され得る。これらＬＭＵは
、スタンドアロンであるか、ｅＮｏｄｅＢに一体化されるか、又は、ｅＮｏｄｅＢと同じ
場所にあり得る。ＬＴＥにおいて、アップリンク（ＵＬ）相対到達時間又はＵＬ－ＲＴＯ
ＡなどのＵＴＤＯＡ測定は、サウンディングリファレンス信号（ＳＲＳ）上で実行される
。ＳＲＳを検出するために、ＬＭＵは、当該ＬＭＵによって受信されるＵＬ信号に相関付
けられるべきＳＲＳシーケンスを生成するために複数のＳＲＳパラメータを必要とする。
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ＳＲＳパラメータは、測位ノードによりＬＭＵへ送信される支援データにおいて提供され
なければならないはずであり、ここで、そうしたデータは、ＬＭＵｐを使用して提供され
得る。しかしながら、測位ノードは一般に、これらパラメータを認知しておらず、そうし
た情報を、測位対象の無線デバイスのためにＳＲＳパラメータを構成したｅＮｏｄｅＢか
ら獲得しなければならない。ＬＰＰａ又は同様のプロトコルは、そうした情報を得るため
に使用され得る。
【００３１】
　ＯＴＤＯＡ測位方法は、複数個のｅＮｏｄｅＢからのダウンリンク信号のタイミングを
無線デバイスが測定することに依拠する。ＬＣＳサーバは、測定を行うために、無線デバ
イスに支援データを提供し、当該測定は、次いで、隣接するｅＮｏｄｅＢに関連して無線
デバイスの位置特定を行うために使用される。特に、デバイスは、複数個の別個のロケー
ションから受信されたダウンリンクリファレンス信号についてのタイミング差を測定する
。測定された各隣接セルについて、デバイスは、隣接セルとリファレンスセルとの間の相
対的タイミング差であるＲＳＴＤを測定する。測定されたＲＳＴＤに対応する双曲線の交
点として、次いで、ＵＥの位置推定値が見出される。端末の２つの座標及び受信器クロッ
クバイアスについて解くためには、地理的に分散され、かつ、良好な幾何学的配置を有す
る基地局から、少なくとも３つの測定が必要とされる。位置について解くためには、送信
器のロケーションと送信タイミングのオフセットとの正確な知識が必要とされる。
【００３２】
　ＲＳＴＤ測定は、イントラ周波数、インター周波数であってよく、及び／又は、ＣＡに
関与してもよい。イントラ周波数ＲＳＴＤの場合、全てのセルは、サービングセルのキャ
リアと同じキャリア上に存在する。インター周波数ＲＳＴＤ測定は、サービング／プライ
マリセルの周波数／キャリアとは異なる周波数／キャリアに属する少なくとも１つのセル
上の測定に関与する。ＣＡの場合、ＲＳＴＤは、ＰＣｅｌｌ及び／又はＳＣｅｌｌ上で、
並びに、同じＰＣＣ及び／又はＳＣＣ上のそれぞれの１つ以上の隣接セル上で、測定され
る。
【００３３】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１を参照すると、適正な品質の、かつ、十分な数の別個の
ロケーションに対しての測位測定を容易にするために、測位専用の新たな物理信号がＬＴ
Ｅに導入された。これら新たな信号は、測位リファレンス信号又はＰＲＳと称され、３Ｇ
ＰＰは、ＰＲＳ上で行われる測位測定をさらに高度化するために、新たな低干渉測位サブ
フレームを導入した。
【００３４】
　ＰＲＳは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１において仕様化されている予め定義されたパ
ターンに従って、１つのアンテナポート－ポートＲ６－から送信される。直交パターンを
生成して６という実効周波数再利用度をモデル化するために、仕様化されたＰＲＳパター
ンには、物理セルＩＤ又はＰＣＩの機能である周波数シフトを適用することができる。こ
の配置構成は、測定されるＰＲＳに対する隣接セルの干渉を著しく低減し、よって測位測
定を改善させることを可能にする。ＰＲＳが測位測定のために詳細に設計されており、概
して他のリファレンス信号よりも良好な信号品質によって特徴付けられているとはいえ、
標準は、ＰＲＳの使用を義務付けていない。測位測定のために、他のリファレンス信号、
例えばセル固有のリファレンスシンボル又はＣＲＳが原理上は使用されてもよい。
【００３５】
　ＰＲＳは、いくつもの連続するサブフレームによってグループ化された、予め定義され
た測位サブフレームにおいて送信される。これら測位機会は、Ｎ個のサブフレームという
或る周期で、即ち、２つの測位機会間の時間インターバルで、定期的に発生する。例示的
な描写については、図２を参照されたい。３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１に明記されてい
るように、Ｎという標準化されたピリオドは、１６０、３２０、６４０、及び１２８０ミ
リ秒であり、連続するサブフレームの数は、１、２、４、又は６であり得る。
【００３６】
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　ＯＴＤＯＡベースの測位が複数個の別個のロケーションからのＰＲＳの測定を要するこ
とから、無線デバイスは、当該無線デバイスのサービングセルから当該無線デバイスが受
信するＰＲＳよりも一段と弱いＰＲＳを取り扱わなければならないかもしれない。さらに
、ＰＲＳがいつ間に合うように到達することが期待されているのかについてと、当該ＰＲ
Ｓに対して使用される厳密なＰＲＳパターンについてとのおおよその知識を無線デバイス
が有していない場合、大きなウィンドウ内で信号探索を実行せざるを得ない。そうした処
理は、測定の時間及び精度だけではなく、要するデバイスの複雑度にも影響を及ぼす。先
に述べた支援データは、リファレンスセル情報、隣接セルのＰＣＩを包含する隣接セルリ
スト、ＰＲＳのために使用される連続するダウンリンクサブフレームの数、ＰＲＳ送信帯
域幅、周波数などを無線デバイスに提供することにより、当該無線デバイスによりＰＲＳ
上で行われる測位測定を容易にする。
【００３７】
　ＰＲＳ及び測位サブフレームは、ＯＴＤＯＡベースのタイミング測定に関して標準化さ
れてきたが、ＰＲＳは、他の測定にも使用され得る。例えば、測位サブフレーム中に、単
なる測位測定以上のことが実行されてもよい。さらに、ＰＲＳは、ＲＳＲＰ測定及びＲＳ
ＲＱ測定のような、測位以外の目的のために測定され得る。例示的な詳細については、Ｐ
ＣＴ／ＳＥ２０１０／０５１０７９を参照することができ、現行の標準では、測位サブフ
レーム中に行われた測定と非測位サブフレーム中に行われた測定との間で差別化を行うこ
となく、ＲＳＲＰ測定は平均化されることに留意されたい。
【００３８】
　ＰＲＳ信号は、ゼロパワーで、又はミュートされた状態で送信されてもよく、当該信号
は、次いで、ＰＲＳ送信帯域幅全体を通じて同じサブフレーム内の全てのＰＲＳリソース
エレメントに適用されるべきである。ミュートは、より低いＳＩＮＲレベルでＯＴＤＯＡ
　ＲＳＴＤ測定が実行され得るように、干渉を低下させる。このことは、転じて、無線デ
バイスが、多数の別個のセル又はロケーション、例えば、リファレンスセルを含めた１６
個までのロケーションを、予め定義されたＯＴＤＯＡ　ＲＳＴＤ要件に従って検出及び測
定することを可能にする。ＰＲＳがミュートされる個別の態様は、３ＧＰＰにおいてはま
だ仕様化されておらず、所与のセル内のＰＲＳ送信が或るサブフレーム内でミュートされ
るべきであるか否かについて無線デバイスに通知するために、シグナリングが利用可能で
はない。１つの可能なアプローチは、測位ノードに無線デバイスへ支援データを送信させ
ることであり、ここで、そのデータは、所与の１つ以上のセルについてのミュート情報、
例えば、セルにおいて使用されるミュートパターンを示す。
【００３９】
　測定について、現在標準化されている測定の定義は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１４に
見出される。これら測定は、種々の目的のためにＬＴＥにおいて行われる。例えば、これ
ら目的のうちのいくつかは、ＲＲＭ測定と称され得るモビリティ測定、測位測定、自己組
織化ネットワーク測定又はＳＯＮ測定、ドライブテスト最小化（Minimization　of　Driv
e　Test）又はＭＤＴ測定などを含む。典型的には、全ての無線デバイスが、全てのイン
トラＲＡＴ測定、即ちインター周波数測定及びイントラ帯域測定をサポートすること、並
びに、関連付けられる要件を充足することが義務付けられる。しかしながら、インター帯
域測定及びインターＲＡＴ測定は、呼のセットアップ中にネットワークに報告される、デ
バイスのケイパビリティである。或るインターＲＡＴ測定をサポートするデバイスは、対
応する要件を充足すべきである。例えば、ＬＴＥ及びＷＣＤＭＡをサポートするデバイス
は、イントラＬＴＥ測定、イントラＷＣＤＭＡ測定、及び、サービングセルがＬＴＥであ
るときにＷＣＤＭＡを測定すること、サービングセルがＷＣＤＭＡであるときにＬＴＥを
測定することなどの、インターＲＡＴ測定もサポートすべきである。よって、ネットワー
クは、何らかのストラテジに従って、これらケイパビリティを使用することができる。こ
れらケイパビリティは、市場需要、コスト、典型的なネットワーク配備のシナリオ、周波
数割り当てなどといった要因により大いに左右される。
【００４０】
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　ＲＲＭ測定は、ＲＲＭをサポートするために実行され、当該ＲＲＭは、利用可能な無線
リソースの効率的な活用を保証し、Ｅ－ＵＴＲＡＮが無線リソースに関連する要件を充足
することを可能にする機構を提供する。特に、Ｅ－ＵＴＲＡＮにおけるＲＲＭは、無線リ
ソースを管理するための機構を提供し、単一セル及びマルチセルの実施態様を考慮する。
例示的なＲＲＭ機能は、無線ベアラ制御、無線アドミッション制御、接続モビリティ制御
、動的リソース割り当て及びパケットスケジューリング、インターセル干渉協調（ＩＣＩ
Ｃ）、無線リソースに関連する或るＳＯＮ機能、並びに、負荷分散を含む。ＲＲＭは、イ
ントラＲＡＴ及びインターＲＡＴであり得、ＲＲＭ測定をサポートすることは、イントラ
周波数、インター周波数、及びインターＲＡＴであり得る。Ｅ－ＵＴＲＡＮにおいて動作
する無線ノード及び／又はＵＥ又は他の無線デバイスは、ＲＲＭ測定を行い、情報は、一
元化された態様又は分散させた態様で、ネットワークにより収集及び使用され得る。
【００４１】
　無線リンクモニタリング又はＲＬＭは、個別のタイプのＲＲＭ測定を表す。ＲＬＭは、
サービングセルの同期外（out-of-sync）及び同期内（in-sync）の検出に基づく。セル識
別報告は、Ｅ－ＵＴＲＡセル探索、インターＲＡＴ　ＵＴＲＡＮセル探索、システム情報
（ＳＩ）獲得などといった、別のタイプの測定サポート機能を表す。他のＲＲＭ測定は、
ＵＥ送信パワー又はＵＥパワーヘッドルームを含む。デバイスの送信パワー又はパワーヘ
ッドルームは、デバイスの最大出力パワーと実際の送信パワーとの間の差異であり、対数
尺度で表現される。無線ノード送信パワー、例えば、無線ノード総送信パワー、又は、固
有のチャネル若しくは信号についての無線ノード送信パワーは、別のタイプのＲＲＭ測定
である。他の例示的な測定は、全般的な信号強度及び信号品質、干渉及び経路損失の測定
、又はタイミング測定を含む。
【００４２】
　タイミング測定は、ＲＲＭ、測位、ＳＯＮ、ＭＤＴなどをサポートして実行され得る。
ＬＴＥにおいて、リリース９は、ＵＥ　Ｒｘ－Ｔｘ時間差、ｅＮｏｄｅＢ　Ｒｘ－Ｔｘ時
間差、タイミングアドバンス又はＴＡ、ＲＳＴＤ、ＵＥ測位のためのセルフレームのＵＥ
　ＧＮＳＳタイミング、及び、ＵＥ測位のためのセルフレームのＥ－ＵＴＲＡＮ　ＧＮＳ
Ｓタイミングなどの時間測定を標準化している。ＵＥ及びｅＮｏｄｅＢのＲｘ－Ｔｘ測定
及びＴＡ測定は、より古いネットワークタイプにおいて使用されるラウンドトリップ時間
（ＲＴＴ）測定に類似しており、ダウンリンク送信及びアップリンク送信の双方に基づい
ている。特に、ＵＥ　Ｒｘ－Ｔｘについて、デバイスは、当該デバイスのアップリンク送
信の時間と、その後発生する、受信されたダウンリンク送信との間の差異を測定する。ｅ
ＮｏｄｅＢ　Ｒｘ－Ｔｘについて、ｅＮｏｄｅＢは、当該ｅＮｏｄｅＢのダウンリンク送
信の時間と、その後発生する、受信されたアップリンク送信の時間との間の差異を測定す
る。加えて、ＬＴＥは、一方向伝播遅延測定などの、実装に依存するものの明示的に標準
化されていないタイミング測定を定義する。ｅＮｏｄｅＢは、例えば、ターゲットデバイ
スへシグナリングするＴＡ値の推定のために、一方向伝播遅延の測定を使用する。
【００４３】
　現在、たとえ全ての測定が、標準によってイントラ周波数測定及びインター周波数測定
として仕様化されている訳ではないとしても、インター周波数測定は、原則的に、あらゆ
る測位方法に対して考慮され得る。標準によって現在仕様化されているインター周波数測
定の例は、ＯＴＤＯＡのために使用されるＲＳＴＤ、並びに、フィンガープリンティング
又はＥ－ＣＩＤなどの機能のために使用され得るＲＳＲＰ及びＲＳＲＱである。無線機は
、測定ギャップにおいてインター周波数測定及びインターＲＡＴ測定を実行する。測定は
、モビリティ、測位、ＳＯＮ、ＭＤＴなどといった種々の目的のために行われ得る。さら
に、全てのタイプのインター周波数測定及びインターＲＡＴ測定に対し、同じギャップパ
ターンが使用される。従って、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、全ての周波数レイヤ及びＲＡＴ上での
セル検出及び測定のために、単一の測定ギャップパターンに対し、並行するモニタリング
用の一定のギャップ持続期間を提供しなければならない。
【００４４】
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　より詳細には、ＬＴＥ測定ギャップは、他のＬＴＥ周波数、及び／又は、ＵＴＲＡ、Ｇ
ＳＭ、ＣＤＭＡ２０００などといった他のＲＡＴ上での測定を可能にするように、ＬＴＥ
ネットワークにより構成される。ギャップ構成は、測定構成情報の一部分として、ＲＲＣ
プロトコルを通じ、ＬＴＥネットワークにおいて動作する無線デバイスへシグナリングさ
れる。ＯＴＤＯＡ測位測定のために測定ギャップを要する無線デバイスは、例えば、その
サービングｅＮｏｄｅＢを介してネットワークへ標識を送信し得る。ネットワークは、測
定を構成することにより、当該標識に応答する。さらに、測定ギャップは、或るルールに
従って構成される必要があり得る。例示的なルールは、ＯＴＤＯＡのためのインター周波
数ＲＳＴＤ測定が、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．１３３、セクション８．１．２．６における
インター周波数要件に従った測定ギャップの構成を必要とする旨を述べており、インター
周波数ＲＳＴＤ測定が構成されるときにギャップパターン＃０が使用されるものとし、サ
ービング周波数においてセルのＰＲＳ機会と重複する測定ギャップが存在すべきではない
ことを意味する。
【００４５】
　いくつもの理由により、インターＲＡＴ測定も注目に値する。一般にＬＴＥにおいて、
インターＲＡＴ測定は、典型的には、インター周波数測定と同様に定義される。このこと
は、インターＲＡＴ測定もまた、測定ギャップの構成を要し得ることを意味する。ＬＴＥ
について現在仕様化されているインターＲＡＴ測定の例は、ＵＴＲＡ　ＦＤＤ　ＣＰＩＣ
Ｈ　ＲＳＣＰ、ＵＴＲＡ　ＦＤＤキャリアＲＳＳＩ、ＵＴＲＡ　ＦＤＤ　ＣＰＩＣＨ　Ｅ
ｃ／Ｎｏ、ＧＳＭキャリアＲＳＳＩ、及びＣＤＭＡ２０００　１×ＲＴＴパイロット強度
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００４６】
【特許文献１】ＰＣＴ／ＳＥ２０１０／０５１０７９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００４７】
　測位について、ＬＴＥ　ＦＤＤ及びＬＴＥ　ＴＤＤが異なるＲＡＴとして扱われている
ものと想定すると、現行の標準は、ＦＤＤ－ＴＤＤ測定及びＴＤＤ－ＦＤＤ測定について
のみインターＲＡＴ要件を定義しており、当該要件は、２つの場合で異なる。測位の目的
のために任意の別々のＲＡＴ内において仕様化され、かつ、ＬＴＥにおけるＥ－ＳＭＬＣ
のような測位ノードに報告することが可能な、他のインターＲＡＴ測定は存在しない。イ
ンターＲＡＴ測位測定報告は、ＬＰＰｅを用いると可能となり得る。しかしながら、測定
ギャップを要するデバイスについて、現行の標準は、インター周波数ＲＳＴＤ測定以外の
ための測定ギャップの構成を容認していない。
【００４８】
　加えて、インター帯域測定は、サービングセルの帯域とは異なる周波数帯域に属するキ
ャリア周波数上でターゲットセル上で無線デバイスにより行われる測定をいう。インター
周波数測定及びインターＲＡＴ測定の双方は、イントラ帯域又はインター帯域であり得る
。インター帯域測定は、単一のネットワーク事業者が異なる帯域に複数のキャリアを所有
しており、異なるキャリア上で負荷分散を実行することによりキャリアを効率的に活用す
ることを好むであろう状況において、ネットワーク事業者の利益を補う。８００／９００
／１８００／１９００帯域上で動作可能なマルチバンドＧＳＭ端末のよく知られた例を考
慮されたい。
【課題を解決するための手段】
【００４９】
　本開示は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成に従ってデバイスのために構成され
るセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）の１つ以上に対応する１つ以上のセカンダリコンポーネ
ントキャリア（ＳＣＣ）上で無線リソース管理（ＲＲＭ）測定及び測位測定を行うデバイ
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スとの関連において、許容されるレベルよりも多くのサービングセル上での中断を回避す
るための、デバイス側及びネットワーク側の方法及び装置の例示的な説明を提供する。そ
れら教示から導かれるいくつもの利点の中で、無線デバイスは、サービングセル上の中断
の許容されるレベルの超過を回避するように互いを基準に測位測定及びＲＲＭ測定を並置
（align）することにより、サービングセルのダウンリンク又はアップリンク上の中断の
許容されるレベルの超過を回避する。測定の並置は、少なくとも部分的には、対応する測
定構成の適応を介して実現されてよく、そうした適応は、無線デバイスによって、無線ネ
ットワークノードによって、及び／又は測位ノードによって実行され得る。
【００５０】
　例示的な方法は、マルチキャリア無線通信ネットワークの１つ以上のセル上で、構成さ
れる少なくとも１つのＳＣＣ上で測定を実行することに関する。キャリアアグリゲーショ
ンのために構成される無線デバイスが当該方法を実行し、この文脈において、当該デバイ
スは、ネットワークの少なくとも１つのサービングセルによりサービスされる。当該方法
は、ＳＣＣ上の少なくとも１つのセルを基準として、デバイスにより行われるべき測位測
定を構成するためのＰＲＳ構成を受信することと、ＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上で
、ＲＲＭ測定を構成するためのＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を受信することとを含む。当
該方法は、続いて、サービングセル上の中断の許容されるレベルの超過を回避するように
、測位測定及びＲＲＭ測定を互いを基準として並置することを含めて、ＰＲＳ構成及びＳ
Ｃｅｌｌ測定サイクル構成に従って測位測定及びＲＲＭ測定をそれぞれ実行する。
【００５１】
　上記の方法を実施するように構成される無線デバイスの例、又はその変形例は、送受信
器と、動作可能に関連付けられる１つ以上の処理回路とを含む。送受信器は、信号をネッ
トワークへ送信するように、及び、信号をネットワークから受信するように構成され、１
つ以上の処理回路は、そのＣＡ構成に従ってデバイスのために構成されるＳＣＣ上の少な
くとも１つのセル上でのデバイスによる測定を構成するためのＰＲＳ構成及びＳＣｅｌｌ
測定サイクル構成を受信するように、並びに、デバイスのサービングセル上の中断の許容
されるレベルの超過を回避するように、それらの測位測定及びＲＲＭ測定を互いを基準と
して並置するように、構成される。
【００５２】
　ネットワーク側の例において、ネットワークノードは、キャリアアグリゲーション構成
に従って動作する無線デバイスのサービングセル上の許容されるレベルよりも多くの中断
を防止する、マルチキャリア無線通信ネットワークにおける方法を実行する。当該方法は
、デバイスのサービングセル上の中断の許容されるレベルの超過を回避するように、構成
されるＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上でデバイスにより行われるべき測位測定とＲＲ
Ｍ測定との間で必要とされるアラインメントを判定すること、を含む。さらに、当該方法
は、判定されたアラインメントに基づいて、ＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上のＲＲＭ
測定を制御するＳＣｅｌｌ測定サイクル構成及びＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上の測
位測定を制御するＰＲＳ構成のうちの少なくとも一方を適応させること、を含む。またさ
らに、当該方法は、例えば、適応させることを実行するノードがサービング無線ネットワ
ークノードではない場合に、適応された一方又は双方の構成を、無線デバイス及び／又は
当該デバイスのサービング無線ネットワークノードへ送信すること、を含む。
【００５３】
　例示的構成において、ネットワークノードは、上記の方法又はその変形例を実施するよ
うに構成され、通信インタフェースと、動作可能に関連付けられる１つ以上の処理回路と
を含む。通信インタフェースは、ネットワーク内の１つ以上の他のネットワークノードと
の間で通信するために、及び／又は、キャリアアグリゲーション構成に従って、ネットワ
ークにおいて動作する無線デバイスとの間で通信するために、構成される。１つ以上の処
理回路は、デバイスのサービングセル上の中断の許容されるレベルの超過を回避するよう
に、構成されるＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上でデバイスにより行われるべき測位測
定とＲＲＭ測定との間で必要とされるアラインメントを判定するように構成されることに
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基づき、デバイスのサービングセル上の定義されるレベルよりも多くの中断を防止するよ
うに構成される。それに対応して、処理回路は、ＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上のＲ
ＲＭ測定を制御するＳＣｅｌｌ測定サイクル構成及びＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上
の測位測定を制御するＰＲＳ構成のうちの少なくとも一方を適応させるように、並びに、
判定されたアライメントに基づいて、適応された一方又は双方の構成を、デバイス及び／
又はデバイスのサービング無線ネットワークノードへ送信するように構成される。
【００５４】
　別の例において、無線デバイスは、マルチキャリア無線通信ネットワークにおける動作
のために構成され、構成ルールを呼び出すための条件が充足されたことを検出するように
構成される。ここで、構成ルールは、デバイスのキャリアアグリゲーション構成に含まれ
る、構成されるＰＣＣ及び１つ以上のＳＣＣを基準として、デバイスにより行われるマル
チキャリア測位測定及び／又はＲＲＭ測定から生じるアップリンク（ＵＬ）送信中断を、
定義される確率に従って防止又は低減する。この例によるデバイスはさらに、構成ルール
に従って、１つ以上の測定設定を適応させるように構成され、当該測定設定は、ＳＣＣ上
の１つ以上のセル上でデバイスにより行われるマルチキャリア測位測定及び／又はＲＲＭ
測定を制御し、この例によるデバイスはさらに、適応された測定設定に従って、測位測定
及び／又はＲＲＭ測定を実行するように構成される。
【００５５】
　追加的な例において、ネットワークノードは、マルチキャリア無線通信ネットワークに
おける動作のために構成され、構成ルールに従って、無線デバイスのためのＵＬ送信構成
を判定するように構成される。ここで、ルールは、デバイスのキャリアアグリゲーション
構成に含まれる、構成されるＰＣＣ及び１つ以上のＳＣＣを基準として、デバイスにより
行われるマルチキャリア測位測定及び／又はＲＲＭ測定から生じるＵＬ送信中断を、定義
される確率に従って防止又は低減する。ネットワークノードはさらに、構成ルールに従っ
て、１つ以上のＵＬ送信構成設定を適応させて、適応されたＵＬ送信構成設定を、デバイ
スへ、又は、当該デバイスへ転送するために当該デバイスのサービング無線ネットワーク
ノードへ、送信するように構成される。
【００５６】
　当然ながら、本発明は、上記の特徴及び利点に限定されない。実際に、当業者は、以下
の詳細な説明を読み、添付の図面を視認すると、追加的な特徴及び利点を認識するであろ
う。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】図１は、構成される１つ以上のＳＣｅｌｌを有するキャリアアグリゲーション構
成に従って動作する無線デバイスへ、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）のアクティブ化／非
アクティブ化をシグナリングするためのＭＡＣ制御エレメントの図である。
【図２】図２は、１つ以上の実施形態において、ここで争点となっている測位測定に関連
付けられる所与の測位機会の発生及び長さを例示する図である。
【図３】図３及び図４は、１つの実施形態における例示的なマルチキャリア無線通信ネッ
トワークのブロック図であって、ネットワーク内の無線デバイス及び／又は１つ以上のノ
ードがここでの教示に従って構成されている、ブロック図である。
【図４】図３及び図４は、１つの実施形態における例示的なマルチキャリア無線通信ネッ
トワークのブロック図であって、ネットワーク内の無線デバイス及び／又は１つ以上のノ
ードがここでの教示に従って構成されている、ブロック図である。
【図５】図５は、ここでの教示に従って構成される、３ＧＰＰのユーザ機器又はＵＥなど
の無線デバイスの１つの実施形態のブロック図である。
【図６】図６は、例えば図５の無線デバイスにより実行されるような、処理の方法の１つ
の実施形態の論理フロー図である。
【図７】図７は、ここでの教示に従って構成される、基地局又は測位ノードなどのネット
ワークノードの１つの実施形態のブロック図である。
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【図８】図８は、例えば図７のネットワークノードにより実行されるような、処理の方法
の１つの実施形態の論理フロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
　図３は、以降において“ネットワーク１０”と称される、例示的なマルチキャリア無線
通信ネットワーク１０を描いている。この描写はＬＴＥベースのＥ－ＵＴＲＡＮの実施形
態に関してネットワーク１０を提示しているが、ここでの教示はそのように限定されない
。例えば、ネットワーク１０は、ＨＳＰＡベースのマルチキャリアサービスを提供するＵ
ＴＲＡＮネットワークを含み得る。しかしながら、例示された文脈において、例示的なネ
ットワーク１０は、潜在的に多数の無線デバイス１２に通信サービスを提供し、コアネッ
トワーク（ＣＮ）１６に接続する無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１４を含む。
【００５９】
　ＲＡＮ１４は、Ｅ－ＵＴＲＡＮにおいてｅＮｏｄｅＢと称される１つ以上の基地局１８
－便宜上、１つの基地局１８しか描かれていない－を含む。ＲＡＮ１４はさらに、１つ以
上の無線ビーコン２０を含み、３ＧＰＰ用語法において“ユーザ機器”又はＵＥと称され
る任意の数の無線デバイス１２のために、無線接続性を提供する。しかしながら、無線デ
バイス１２という用語－又は、単に便宜上“デバイス１２”－は、広義の解釈を与えられ
るべきである。非限定的な例として、デバイス１２は、スマートフォン、タブレット、コ
ンピュータ、ＰＤＡ、及び、他の無線使用可能のデバイス又はモジュールであり得る。デ
バイス１２は、本質的に、リレー、小さな無線基地局又は小さなＲＢＳ、ｅＮｏｄｅＢ、
フェムト基地局又はフェムトＢＳなどといった、ＵＥと同様のインタフェースを搭載した
任意のタイプの無線ネットワークノードであってもよい。さらに、無線デバイス１２は、
ＧＳＭ、ＵＴＲＡ　ＦＤＤ、及びＥ－ＵＴＲＡＮ　ＦＤＤなどの複数個の技術をサポート
するように構成されてもよい。全てのＵＴＲＡ及びＥ－ＵＴＲＡ帯域が共通であることか
ら、無線デバイス１２のマルチＲＡＴ実装は、サポートされた全てのＲＡＴに対して同じ
帯域をサポートし得る。
【００６０】
　ＣＮ１６は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）２２、サービングゲートウェイ（
Ｓ－ＧＷ）２４、パケットゲートウェイ（Ｐ－ＧＷ）２６、Ｅ－ＳＭＬＣ２８、ＳＬＰ３
０、ゲートウェイモバイルロケーションセンター又はＧＭＬＣ３２を含み、１つ以上の外
部ＬＣＳクライアント３４に通信可能に結合されているように示されている。ＬＰＰ、Ｌ
ＰＰａ、及びＬＣＳ－ＡＰプロトコル及び接続に関与する制御プレーン測位シグナリング
と共に、ＳＵＰＬ／ＬＰＰプロトコル及び接続に基づいたユーザプレーン測位が視認され
る。ＬＣＳの例において、無線デバイス１２は、ＬＣＳターゲットであり、ＬＣＳサーバ
は、Ｅ－ＳＭＬＣ２８又はＳＬＰ３０である。ＳＬＰ３０は、２つのコンポーネント、即
ち、ＳＰＣ部分－ＳＵＰＬ測位センター－と、ＳＬＣ部分－ＳＵＰＬロケーションセンタ
ー－とを含み得る。これら２つの部分は、異なるノードに常駐してよい。例示的な実装に
おいて、ＳＬＰ３０のＳＰＣ部分は、Ｅ－ＳＭＬＣ２８とのプロプライエタリなインタフ
ェースと、ＳＬＣ部分とのＬｌｐインタフェースとを有し、当該ＳＬＣ部分は、転じて、
Ｐ－ＧＷ２６及び１つ以上の外部ＬＣＳクライアント３４との間で通信する。
【００６１】
　固有の測位方法の性能をさらに高度化させるために、追加的な測位アーキテクチャエレ
メントが配備されてもよい。例えば、ＲＡＮ１４において示されるように無線ビーコン２
０を配備することは、例えば、近接性（proximity）ロケーション技法を用いて、より精
密な測位を可能にすることにより屋内だけでなく屋外の測位性能をも著しく改善し得る、
コスト効率的な解決策である。
【００６２】
　さらに、ＵＬベースの測位に関連付けられるエレメント、プロトコル、及び接続に焦点
を合わせた図４に示されるように、ＲＡＮ１４が、スタンドアロンであり得るか、又は、
当該ＲＡＮ１４内のそれぞれの基地局１８に一体化され得るか、若しくは当該それぞれの
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基地局１８と共設され得る１つ以上のＬＭＵ３６を含み得ることが視認される。Ｅ－ＳＭ
ＬＣ２８とＬＭＵ３６との間の通信は、ＬＭＵｐプロトコルに基づき得る。
【００６３】
　ＲＡＮ１４内で１つ以上の基地局１８が対応する“セル”においてサービスを提供し、
それは割り当てられたエアインタフェースリソースと対応する地理的なカバレッジエリア
との間の交点（intersection）として見なされ得ると認識されるであろう。よって、所与
の基地局１８は、２つ以上のセルにおいて、例えば、そうしたセルの各々に対して異なる
キャリアを使用してサービスを提供し得る。セルは、部分的に又は全面的に重複してよく
、隣接する基地局１８の各々は、異なるキャリア上に１つ以上のセルを提供し得る。この
マルチキャリアの文脈において、ここでの教示は、複数の例示的な状況における有利な動
作を提供する。無線デバイス１２が、対応する１つ以上のＳＣＣ上で構成される１つ以上
のＳＣｅｌｌを含むＣＡ構成に従って動作する場合を考慮されたい。ＳＣｅｌｌが無線デ
バイス１２のＣＡ構成に追加されるか、又は当該ＣＡ構成から除外される－それぞれ、構
成及び構成解除と称される－と、対応する中断が、デバイス１２のＰＣｅｌｌ上で発生し
得る。同様に、中断は、デバイス１２が、構成される１つ以上のＳＣｅｌｌのアクティブ
化又は非アクティブ化に応答してその送受信器のＢＷ構成を変化させた結果として生じ得
る。
【００６４】
　デバイス１２のＳＣｅｌｌ測定構成によって定義されるＳＣｅｌｌ測定サイクルに依存
して、さらに、ＰＣｅｌｌと全てのＳＣｅｌｌとの間で共通的なＤＲＸが使用されるかど
うかに依存して、ＳＣｅｌｌのアクティブ化、非アクティブ化、構成、及び構成解除のイ
ベントが、デバイス１２のＰＣｅｌｌ上で、対応する中断を引き起こし得る。特に、ＳＣ
ｅｌｌ測定サイクルが６４０ミリ秒以上であって、共通の又は同じＤＲＸが使用されない
場合、中断がＰＣｅｌｌ上で生じ得る。そうした中断は、測位測定性能及び測位精度を劣
化させる。特に、リファレンスセル上のＲＳＴＤ測定の中断は、他のセル上の測定の中断
よりも、測位精度に対してより強い影響を有し得るが、その理由は、リファレンスセルが
複数個のＲＳＴＤ測定に必要とされているためである。即ち、各ＲＳＴＤ測定は、２つの
セル、即ち、リファレンスセル及び別のセルを必要としている。
【００６５】
　ここでの教示の１つの実施態様において、“ノード”は、ＣＡ構成に従ってネットワー
ク１０においてデバイス１２が動作しているという文脈において、測位を実行するために
、デバイス１２の測定サイクル構成を適応させる方法を実行する。特に、当該方法は有利
にも、デバイス１２であって、当該デバイスの構成されるＰＣｅｌｌ上での受容可能なレ
ベルの中断を伴って動作するデバイス１２を、結果的に生じる－例えば、デバイス１２は
、ＰＣｅｌｌ上の許容されるレベルよりも多くの中断の超過を回避する態様で、測定を行
う。
【００６６】
　１つの例示的な実施形態によれば、測定ノードが１つ以上の測位測定を実行している間
にデバイス１２がＰＣｅｌｌ上の受容可能なレベルの中断を維持することを保証するよう
に、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成及び／又はＰＲＳ構成が、関連するノードにより調節さ
れる。この文脈における例示的な測定ノードは、同じデバイス１２、別のデバイス１２、
ＬＭＵ３６、又は基地局１８を含む。これら教示は、ダウンリンク及び／又はアップリン
ク上の中断を防止するために適用され得る。
【００６７】
　例えば、ＳＣＣ上で所与のデバイス１２によって行われるＲＲＭ測定及び測位測定が、
デバイス１２のＰＣｅｌｌ上の中断を回避又は最小化する態様で適応されるような、デバ
イス１２のＳＣｅｌｌ測定構成及び／又はＰＲＳ構成の適応を考慮されたい。例えば、中
断の許容されるレベルは、デバイス１２が５パーセント未満の確率で、そうしたシグナリ
ングの逸失を許容されるように、逸失するパケット－例えば、逸失するＡＣＫ／ＮＡＣＫ
－の確率の観点で定義され得る。
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【００６８】
　企図された適応への例示的なアプローチにおいて、ＳＣｅｌｌ測定サイクルは、ＰＲＳ
周期－測位機会の周期－が閾値を下回るという仮定の下で、定義される閾値を上回るよう
に、例えば３２０ミリ秒を上回るように設定される。例えば、ＳＣｅｌｌ測定サイクルは
、測位測定サイクルと少なくとも部分的に重複するように設定される。このアラインメン
トは、ＳＣｅｌｌ上の測位機会と少なくとも部分的に重複するように、例えば、Ｘパーセ
ントよりも大きな量だけ重複するように、ＳＣｅｌｌ測定サイクルの開始又は終了を設定
することによって達成され得る。重複は、デバイス１２がほぼ同時にＲＲＭ測定及び測位
測定を実行することを可能にし、それにより、２つの異なるタイプの測定から別々の中断
が生じることを回避する。即ち、デバイス１２は、ＳＣｅｌｌ測定構成によって定義され
る測定サイクルに従ってＲＲＭ測定を実行し、ＰＲＳ構成によって定義される測位機会に
従って測位測定を実行し、ＲＲＭ測定と測位測定との間の少なくとも部分的な重複は、当
該２つのタイプの測定が少なくとも部分的なアラインメントを伴わずに実行されるならば
デバイス１２のＰＣｅｌｌ上に生じるであろう中断を、低減又は解消する。
【００６９】
　所望のアラインメントを確立する個別の例は、ＳＣｅｌｌ測定サイクルがＳＣｅｌｌ測
位機会の多くてもＸミリ秒、例えば多くても５ミリ秒以内に開始又は終了することを保証
するようにＳＣｅｌｌ測定サイクルを設定すること、を含む。別の例において、適応は、
ＳＣｅｌｌ上のＲＲＭ測定から生じる中断が、ＰＣｅｌｌ上の測位測定を妨害することの
ないよう、ＰＣｅｌｌ上の測位測定と重複することを回避するように、又は、ＰＣｅｌｌ
上の測位機会との或る量を超えない重複、例えば、Ｘサブフレームを超えない重複を少な
くとも回避するように、ＳＣｅｌｌ測定サイクルを設定すること、を含む。さらに別の例
では、ＳＣｅｌｌ上のＲＲＭ測定のための測定サイクルは、ＰＲＳ周期を超過しないこと
がないように設定される。この配置構成は、測位機会を無駄にすることを回避する。別の
アプローチにおいて、ＲＲＭ測定のための測定サイクルは、デバイス１２が測位測定のみ
を実行しているときに、ＰＲＳ周期よりも短くならないように制御される。さらに別のア
プローチは、共通する閾値を下回るようにＲＲＭ測定サイクル及びＰＲＳ周期を共同的に
設定することに基づいており、例えば、測定サイクルは、３２０ミリ秒以下に設定される
。ＤＲＸが、関与するデバイス１２のために構成されている場合、ＰＲＳ周期に関係なく
測定サイクルを設定することも企図される。
【００７０】
　広義には、適応は、１つ以上の“ルール”に基づき、中断の許容され又は容認されるレ
ベル－例えば、０．５％から１％の確率の、ＰＣｅｌｌ上の逸失するパケット－に基づき
得る。例示的なルールは、“threshold_2”と表記され得る、定義される閾値を超過しな
いように測定サイクルを設定することであり、ここで、threshold_2＞threshold_1である
。例示的な場合において、threshold_2は６４０ミリ秒であり、関連付けられるＳＣＣ上
でＲＲＭ測定を行うためのＳＣｅｌｌ測定サイクルは、６４０ミリ秒以下に設定される。
【００７１】
　他の例示的ルールは、ＳＣｅｌｌ測定サイクル及びＰＲＳ周期のうちの少なくとも一方
を、threshold_2を下回って設定すること、を含む。広義には、任意のそうした策定され
るルールは、何らかの低目の中断を受容するように緩和されてもよく、例えば、測定サイ
クルとＰＲＳ周期との間のより小さな重複が構成されてもよく、又は、測定サイクルを開
始し若しくは終了することを許容する、より大きなピリオドが構成されてもよい。ルール
及び適応は、例えば、第３の閾値（threshold_3）を上回って測定サイクルを設定するこ
と、又は、任意の好適な測定サイクル及びＰＲＳ周期を設定することに基づいて、任意の
より大きな許容されるレベルの中断、例えば、ＰＣｅｌｌ上の逸失するＡＣＫ／ＮＡＣＫ
の確率が１パーセントを超過する中断を基準として構成され得る。
【００７２】
　所与の無線デバイス１２のために構成されるＰＣｅｌｌ上の許容されるレベルよりも多
くの中断を防止するために、ノードが当該無線デバイスのＳＣｅｌｌ測定サイクルを適応
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させる例示的な場合において、１つ以上の実施形態におけるノードは、以下の情報アイテ
ム、即ち、ＰＲＳ周期などの関連するＰＲＳ構成、ＰＲＳ機会内のＰＲＳサブフレームの
数、ミュートパターン、測定パターン、送信パターンなど、のうちのいずれか１つ以上を
獲得し得る。構成ノードは－例えば、逸失するＡＣＫ／ＮＡＣＫの観点での－ＰＣｅｌｌ
上で許容されるパケットの中断又は中断確率のレベルを示す情報も獲得し得る。そうした
情報は、ＳＣｅｌｌが非アクティブ化される際のＳＣｅｌｌ測定サイクル及び／又はＰＲ
Ｓ周期の関数として表現されてもよい。ノードは、共通的なＤＲＸがＰＣｅｌｌ及びＳＣ
ｅｌｌのために構成されるか否かを示す情報を得てもよく、並びに／又は、全般的なアク
ティビティ／非アクティビティのパターンを獲得してよい。
【００７３】
　ＰＲＳ構成情報は、ノード内に格納されたローカルデータベースから得られてよく、又
は、測位ノードから無線デバイス１２へ送信される支援データを読み取ることによるなど
の、クロスレイヤ通信を介して受信されてもよい。より広義には、そうした情報は、Ｏ＆
Ｍ、ＳＯＮ、又は測位ノードなどの、ネットワーク内の別のノードから得られてもよい。
所与の無線デバイス１２が、対応するセルにおいて実際に構成されているものとは異なる
ＰＲＳ構成を示す支援データをシグナリングされる限りにおいて、許容されるレベルより
も多くのサービングセル中断の超過を回避するためのＳＣｅｌｌ測定サイクルの適応は、
無線デバイス１２へシグナリングされるＰＲＳ構成に基づくべきである。
【００７４】
　ＰＣｅｌｌ中断確率の許容されるレベルは、ノードのメモリ内に格納されているか、又
は、ノードにより受信されるか、又は、或る条件において－例えば測位測定中に－予め定
義されたルールから得られた、所定の又は予め定義された情報から認知され得る。中断の
レベルは、静的に又は動的に構成され得る目標中断レベルであり得る。中断のレベルは、
推定若しくは測定され得る中断の現行のレベルであってもよく、又は－例えば、１つ以上
の入力特性に基づいて－予測されるレベルであってもよい。
【００７５】
　関連するＤＲＸ構成又はアクティビティ／非アクティビティ（inactivity）のパターン
は、ＤＲＸを包含する、受信された標識若しくは測定構成から、又は、無線デバイス１２
若しくは別のノードへシグナリングされたパターン情報から、明示的に得られ得る。代替
的に、そうした情報は、使用中のサービスのタイプから暗黙的に得られ得る。例えば、ボ
イスオーバーＩＰ又はＶｏＩＰは、典型的には、２０～４０ミリ秒のＤＲＸサイクルと併
せて使用される。
【００７６】
　所与の無線デバイス１２がサービングセル上の許容されるレベルよりも多くの中断を超
過することを防止するために、ＣＡ構成に従って動作する当該無線デバイスのために、所
与のＳＣＣ上のＳＣｅｌｌ測定サイクルをいかに適応させるかを判定するための“ＰＲＳ
構成情報”を獲得することに関し、そうした情報は、広義には“測位信号構成”情報と称
され得る。例示的な場合において、測位信号構成情報は、測位測定のために使用される、
アップリンク又はダウンリンクの任意の信号の構成を示す。信号は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３
６．２１１において定義されるようなＰＲＳであり得るが、より広義には、ＰＲＳ、ＣＲ
Ｓ、同期信号などの任意の物理信号か、又は、測位サブフレームにおいて測定され且つそ
れについての測位機会が物理信号送信の周期とは異なる周期と共に構成される、任意の、
共通信号若しくはデバイス固有の信号であり得る。測位のために使用され得るアップリン
クにおいて送信される例示的な物理信号は、ＳＲＳ及び／又はＤＭＲＳを含む。
【００７７】
　“ＰＲＳ構成”という語句もまた、広義の意味を有する。例えば、ＰＲＳ構成は、ＰＲ
Ｓ送信構成情報を含んでよく、以下のもの、即ち、時間周期；測位機会又は複数の連続す
るサブフレームなどの、時間インスタンスの集合（bunch）の周期；時間インターバルか
、又は１つの集合に含まれる、より小さな時間インスタンスの組；時間及び／又は周波数
における信号の送信パターン；時間及び／又は周波数における信号の、３ＧＰＰ　ＴＳ　
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３６．３５５において定義されるようなＰＲＳミュートパターンなどのミュートパターン
；予め定義されたサブフレーム又はＳＦＮ０などの、或る時間インスタンスを基準とした
パターンのオフセット又はシフト；送信のための時間及び／又は周波数リソース；送信パ
ターン又は測定パターン；並びに、送信帯域幅又は測定帯域幅、のうちのいずれか１つ以
上を示し得る。
【００７８】
　ここで使用される“ＰＲＳ周期”という用語は、測位測定のために使用される信号の実
効的な周期を指してもよく－即ち、実効周期は、実際に送信された信号の周期である。例
えば、測位信号が２回おきの各測位機会においてミュートされることを示すミュートパタ
ーンと組み合わせた、１６０ミリ秒の名目ＰＲＳ周期を考慮されたい。他の測位機会の各
々にミュートが適用される状態で、実効周期は、２×１６０ミリ秒＝３２０ミリ秒である
。
【００７９】
　ダウンリンク（ＤＬ）ＰＲＳ上の例示的な測位測定は、ＤＬ到達時間又はＤＬ　ＴＯＡ
；ＤＬ到達時間差又はＤＬ　ＴＤＯＡ；ＤＬ到着角又はＤＬ　ＡｏＡ；ＲＳＴＤ測定観測
ＴＤＯＡ測位又はＲＳＴＤ測定ＯＴＤＯＡ測位；Ｅ－ＣＩＤのためのタイミング測定；Ｅ
－ＣＩＤのための受信信号測定及び受信品質測定；ＤＬ伝播遅延；３ＧＰＰ　ＴＳ　３６
．２１４において定義されるような任意のＤＬ測位測定；ＤＬ信号及びＵＬ信号上で測定
された、双方向伝播遅延、ＲＴＴ、ＴＡ、又はＲｘ－Ｔｘなどの少なくとも１つのＤＬ測
定コンポーネントを必要とする任意の測位測定、のうちのいずれか１つ以上を含む。アッ
プリンク（ＵＬ）信号上の例示的な測位測定は、以下の項目、即ち、ＵＬ　ＴＯＡ、ＵＬ
　ＴＤＯＡ、ＵＬ　ＡｏＡ、ＵＬ　ＲＴＯＡ測定、Ｅ－ＣＩＤのためのタイミング測定、
測位のためにＵＬ信号上で実行される受信信号及び受信信号強度、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６
．２１４において定義されるような任意のＵＬ測定、ＤＬ信号及びＵＬ信号上で測定され
た、双方向伝播遅延、ＴＡ、ＲＴＴ、又はＲｘ－Ｔｘなどの少なくとも１つのＵＬ測定コ
ンポーネントを必要とする任意の測位測定、のうちのいずれか１つ以上を含み得る。
【００８０】
　ここで争点となっている測位測定及び／又はＲＲＭ測定に関与し得る信号のタイプに関
する例示的な詳細から転じて、１つ以上のＳＣＣ上で１つ以上のＳＣｅｌｌが構成される
ＣＡ構成に従って、ネットワーク１０において動作する無線デバイス１２の基本的文脈か
ら始めることができる。この文脈において、デバイス１２は、それぞれＳＣｅｌｌ測定サ
イクル構成及びＰＲＳ構成に従って、ＳＣＣ上の１つ以上のセル上でＲＲＭ測定及び測位
測定を行う。ここで教示されるように、それら構成のうちの一方又は双方は、デバイス１
２のサービングセル上の許容されるレベル、例えば、僅か０．５％の確率の、デバイス１
２のＰＣｅｌｌ上での逸失するＡＣＫ／ＮＡＣＫシグナリングよりも多くの中断を防止す
るように、デバイス１２により行われるＲＲＭ測定及び測位測定を何らかの点で並置する
ように“適応され”得る。また理解されるべきこととして、ここでの教示は、共同的な意
味で適用されてもよく、即ち、ＵＬ信号又はＵＬ測定上の或るレベルの中断をも保証しつ
つ、マルチキャリアネットワークにおいてＰＣｅｌｌ上の或るレベルの中断が共同的に保
証され得る。
【００８１】
　適応は、構成プロセスに組み込まれてもよい。例えば、基地局１８は、関連するＰＲＳ
構成の知識を得て、それに応じてＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を設定してもよい。代替的
に、ネットワーク１０内の測位ノードは、関連するＳＣｅｌｌ測定サイクル構成の知識を
得て、それに応じてＰＲＳ構成を設定してもよい。しかしながら、より一般的に、適応は
、構成を確定させた同じノードにおいて必ずしも行われる訳ではない。例えば、デバイス
１２は、ＳＣＣ上の１つ以上のセル上で、そのＲＲＭ測定及び測位測定を構成するために
、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成及びＰＲＳ構成を受信してよく、サービングセル上の許容
されるレベルよりも多くの中断を引き起こすそれら測定を回避するために、それら構成の
一方又は双方を適応させ得る。
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【００８２】
　概して、同じノードが構成及び適応のアクションを実行することができ、又は、異なる
ノードが当該２つのアクションを実行してよい。例えば、デバイス１２は、測位測定を実
行しているときに、若しくは、測位測定を実行するように要求されているときに、又は、
ネットワークノードから受信された標識に際して、適応を自律的に実行し得る。別の例に
おいて、基地局１８などの無線ネットワークノードは、例えば、標識又は構成情報を無線
デバイス１２へ、又は測位ノードなどのネットワーク１０内の別のノードへ送信すること
により、適応を実行する。さらに別の例において、ネットワークノードは、ＳＣｅｌｌ測
定サイクルの適応に対する必要性を示し、又はさもなくば、当該適応を要求する。例えば
、ノードは、ＳＣｅｌｌ測定サイクルの適応が必要とされるという標識を無線デバイス１
２へ送信し、又は、適応されるべき構成情報を送信し、又は、そうした情報を、デバイス
１２をサポートする無線ネットワークノードへ、例えば、デバイス１２のサービング基地
局１８へ送信する。ここでは、少なくともいくつかの実施形態において、暗黙シグナリン
グを使用することが企図されること、例えば、測位ノードからの測位要求が、適応の必要
性を暗黙的にシグナリングし得ることにも留意されたい。
【００８３】
　加えて、又は代替的に、適応は、標準化される意味において予め定義されてもよく、予
め定義されたルールにより実行されてもよい。従って、無線デバイス１２は、１つ以上の
そうしたルールで予めコーディングされてもよく、そうしたルールについて定義されるい
ずれかのトリガリング条件が充足されたときに、無線デバイス１２は、当該ルールに従う
。
【００８４】
　ルールベースの適応の１つの例において、所与の無線デバイス１２は、同じＳＣｅｌｌ
についてのＰＲＳ周期及びＳＣｅｌｌ測定サイクルの双方が、それぞれ定義される閾値を
上回っているという条件の下で、例えば少なくともそのＰＣｅｌｌ上のパケットの逸失す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫの観点で、中断を引き起こすことが許容される。例えば、ルールは、
ＳＣｅｌｌ測定サイクル及びＰＲＳ周期の双方が定義される閾値以上であるとき、例えば
、６４０ミリ秒以上であるとき、並びに、デバイス１２が、ＰＲＳ上の測定と、ＳＣｅｌ
ｌ測定サイクルを使用する少なくとも１つの測定とを実行するように構成されるとき、定
義される最大レベルの中断を超えない中断がＰＣｅｌｌ上で許容される、というものであ
り得る。例示的なＰＲＳ測定は、ＲＳＴＤを含み、ＳＣｅｌｌ測定サイクルを使用する例
示的なＲＲＭ測定は、セル識別ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱなどを含む。
【００８５】
　ルールは、ＰＣｅｌｌの固有の帯域幅及び／又はＳＣｅｌｌ上の帯域幅に適用されても
よい。例えば、閾値を下回る帯域幅に対しては、より小さい中断しか受容されず又は全く
中断は受容されなくてもよい。いずれの場合も、この例示的なルールによると、ＰＲＳ周
期又はＳＣｅｌｌ測定サイクルのいずれかが、定義される閾値を下回るときには、ＰＣｅ
ｌｌ上の測定に関連する中断は、何ら容認されない。
【００８６】
　中断の許容されるレベルを超過しないことを回避するために、デバイス１２は、ＳＣｅ
ｌｌ測定サイクルを使用するＲＲＭ測定と、ＰＲＳ周期に従った測位測定とを、何らかの
タイプ又は程度のそうした測定間のアラインメントに基づいて、実行する。例えば、デバ
イス１２は、可能となる度毎に、同時に、又は或る時間ウィンドウ内において、ＲＲＭ測
定及び測位測定を実行する。アラインメントは、デバイス１２が中断を最小化することを
可能にし、定義される中断レベルの制限をデバイス１２が充足することを可能にする。
【００８７】
　例えば、それぞれ、６４０ミリ秒及び３２０ミリ秒の、ＳＣｅｌｌ測定サイクル及びＰ
ＲＳ周期を考慮されたい。従来、デバイス１２は、６４０ミリ秒のＳＣｅｌｌ測定サイク
ルに従ってＲＲＭ測定を行い、かつ、３２０ミリ秒のＰＲＳ周期に従って測位測定を独立
して行うものであり、当該６４０ミリ秒のＳＣｅｌｌ測定サイクル及び当該３２０ミリ秒
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のＰＲＳ周期は、それぞれ０．５％及び０％の、デバイスによるＰＣｅｌｌ上での逸失す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫシグナリングの確率に変換される。しかしながら、上記の例示的なル
ールによれば、ＰＲＳ周期が６４０ミリ秒の定義される閾値を下回ることから、ＰＣｅｌ
ｌ上の中断は、何ら許容されない。定義されるこのルールを遵守するために、デバイス１
２は、ＲＲＭ測定及び測位測定の少なくとも部分的な重複が６４０ミリ秒毎に存在するよ
うに、ＳＣｅｌｌ測定サイクル及びＰＲＳ周期を少なくとも部分的に並置する。
【００８８】
　換言すると、ＲＲＭ測定及びＰＲＳ測定は、時間的に少なくとも部分的に、６４０ミリ
秒毎に重複される。ＰＲＳ測定及びＲＲＭ測定を少なくとも部分的に並列にすることは、
デバイス１２におけるパワーを節約し、０％中断ルールの違反を回避する。デバイス１２
が、３２０ミリ秒のＰＲＳ周期に従って、各ＳＣｅｌｌ測定サイクルの合間に測位測定を
行うことを理解されるであろう。
【００８９】
　別の例において、中断の許容されるレベルは、ＤＲＸサイクルが使用されるか否かに、
及び／又は、ＤＲＸが使用されるときにはＤＲＸサイクル長に、依存する。例えば、デバ
イス１２は、同じＳＣｅｌｌについてのＰＲＳ周期及びＳＣｅｌｌ測定サイクルが、それ
ぞれ定義される閾値を上回っており、かつ、ＤＲＸサイクルが使用されていないという条
件の下で、又は、ＤＲＸが使用される場合、ＤＲＸサイクルが、定義される閾値を下回る
、例えば、大きくても４０ミリ秒であるという条件の下で、少なくともＰＣｅｌｌ上の非
ゼロレベルの中断を有することが許容され得る。
【００９０】
　別の例において、デバイス１２は、例えば非アクティブ化されたＳＣｅｌｌを有するＳ
ＣＣ上のＲＲＭ測定及びＰＲＳ測定を、定義されるマージン以内に時間並置することによ
り、少なくともＰＣｅｌｌ上の定義されるレベルよりも多くの中断を防止する。例えば、
ＲＲＭ測定は、測位測定に対しマージン“ｙ”以内に並置されてよく、ここでｙは、０か
ら５ミリ秒の間である。このルールに従った、容認される中断レベルは、ＳＣｅｌｌ測定
サイクル及びＰＲＳ周期の双方が６４０ミリ秒であって時間並置されている（time-align
ed）か、又は、５ミリ秒以内に時間並置されている場合、多くても０．５％である。
【００９１】
　別の例において、容認される中断は、ＳＣｅｌｌ上のＳＣｅｌｌ測定サイクル及びＰＲ
Ｓ周期に対応する中断の関数であり得る。関数の例は、最小、最大、加重平均、又は算術
平均などである。関数をさらに例証するために、それぞれＳＣｅｌｌ測定サイクル及びＰ
ＲＳ周期について、測定ピリオドの双方－即ち、ＲＲＭ及び測位－がいずれも６４０ミリ
秒であって、かつ、５ミリ秒以内に時間並置される場合に関し、パケットの０．５％及び
１％の中断がＰＣｅｌｌ上で容認されるものと想定されたい。最小関数によれば、この例
において少なくともＰＣｅｌｌ上で容認される最大の中断は、多くても０．５％である。
完全な時間アラインメント、又は、ＰＲＳ周期とＳＣｅｌｌ測定サイクルとの間のマージ
ン以内における時間アラインメントは、ネットワーク１０により、例えば、サービング基
地局１８により実現され得る。例えば、ネットワーク１０内のノードは、例えば、固有の
タイプのサブフレームが開始すると、固有の時間インスタンスにおいてＳＣｅｌｌ測定サ
イクルの開始を構成する。より詳細には、デバイス１２のためのサービング基地局１８は
、ＳＣｅｌｌ上で送信されるＰＲＳのために、ＰＲＳ機会の開始時に、又は、ＰＲＳ機会
の開始前若しくは終了後の定義される時間範囲以内に存在する時間インスタンスにおいて
、ＳＣｅｌｌ測定サイクルを構成し得る。例示的な時間範囲は、５ミリ秒である。
【００９２】
　上記のルールの変形例において、中断の許容されるレベルは、ＤＲＸサイクルが使用さ
れるか否かに、及び／又は、ＤＲＸが使用される場合にはＤＲＸサイクル長に、依存する
。例えば、デバイス１２は、ＤＲＸが使用されていないという条件の下で、又は、ＤＲＸ
サイクルが閾値を下回る、例えば４０ミリ秒以下であるという条件の下で、上記の例にお
いて定義されるような、少なくともＰＣｅｌｌ上の中断を引き起こし得る。
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【００９３】
　測位測定及びＲＲＭ測定を並置するための適応は、プロアクティブに、又は、所与のＳ
Ｃｅｌｌの実際のアクティブ化ステータスの認知に関わりなく盲目的に、行われてもよい
。代替的に、適応は、ＳＣｅｌｌのアクティブ化ステータス、例えば、ＳＣｅｌｌがいつ
アクティブであるか、を認知していることに基づいてもよい。さらに広義には、適応は、
ＳＣｅｌｌのアクティブ化ステータスを示す標識を受信すると、などのように標識の受信
に応じて、又は、ＳＣｅｌｌのアクティブ化状態を構成すると、実行され得る。さらに、
適応は、２つ以上の無線デバイス１２のために実行されてもよい。例えば、適応は、１つ
のデバイス１２のために、当該デバイス１２がＳＣｅｌｌを基準とした測位のために測定
を実行するように構成されている例えばそのＰＣｅｌｌとしての第１のセルにおいて実行
されてもよく、又は、少なくとも、第１のセルにおいて少なくとも１つの測位セッション
が存在する場合のために全てのデバイス１２のために当該セルにおいて実行されてもよく
、又は、ＣＡケイパビリティの知識に基づいて、ＣＡ対応のデバイス１２のために実行さ
れてもよく、或るＰＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ、若しくは非プライマリ周波数上の任意のセル
などの或るセルを必要とする測位測定のために構成される任意の若しくは全てのデバイス
１２のために実行されてもよい。
【００９４】
　ネットワークノードのうちの所与のネットワークノードが、上記のルールを認識してい
てもよく、例えば、基地局１８、及び／又は、Ｅ－ＳＭＬＣ２８若しくはＳＬＰ３０など
の測位ノードは、そうした認識を有し得る。よって、ここで企図されるような例示的なネ
ットワークノードは、１つ以上の上述の予め定義されたルールの履行に繋がる条件を生成
しようと試みることが考えられる。このことは、所与の１つ以上の無線デバイス１２の少
なくともＰＣｅｌｌ上での、ネットワーク１０により所望される受容可能な中断のレベル
に依存する。例えば、ネットワーク１０が非常に低度の待ち時間と低パケット損失率とを
要するサービス又はデータのためにＰＣｅｌｌを使用しているものと想定されたい。しか
しながら、デバイス１２においては、デバイスパワー消費の最小化、及び、処理の低減も
、やはり重要である。これら要因を考慮して、ネットワーク１０内のサービング基地局１
８又は別のノードは、関与するデバイス１２のためのＳＣｅｌｌ測定サイクルを大きく、
例えば、１２８０ミリ秒よりも大きく構成し得る。サービング基地局１８は、オプション
としてに、例えば関与するタイプのサービスについての差し迫った（stringent）サービ
ス品質（ＱｏＳ）要件に関する状況の重大度（criticality）を、関与する測位ノードに
通知してもよい。測位ノードは、それに応答して、可能であれば、より短いＰＲＳ周期、
例えば３２０ミリ秒のＰＲＳ周期を構成してもよい。上述のルールのうちの１つを適用す
ることにより、この場合のデバイス１２は、少なくともＰＣｅｌｌ上でパケットの中断を
何ら引き起こさないであろう。測位ノードがＰＲＳ周期を１２８０ミリ秒のようなより大
きな値に設定し、その一方でサービング基地局１８が、ＳＣｅｌｌ測定サイクルをより小
さな値に、例えば３２０ミリ秒に設定するという意味において逆の態様で同様の例を適用
して、ＰＣｅｌｌ上の中断を防止することができる。
【００９５】
　いずれの場合においても、ネットワーク内のノードは、概して、適応された構成を、タ
ーゲットとされる無線デバイス１２へ送信し、又は、ＳＣｅｌｌ測定サイクル及びＰＲＳ
周期のうちの一方若しくは双方に行われるべき個別の適応の標識を少なくとも送信する。
それに応答して、デバイス１２は、適応された構成に従って、関与する測定を実行する。
例えば、所与のデバイス１２は、適応に従って、セル探索、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、及び／
又は他の測定を実行する。実行された測定は、デバイス１２によりネットワーク１０へ報
告されるなどの、１つ以上の無線動作の目的のために、セル変更、ハンドオーバ、若しく
は再選択の決定を行うために、ＭＤＴの目的のために、及び／又は、ＰＣｅｌｌ、ＳＣｅ
ｌｌを変化させるために、などのために使用され得る。
【００９６】
　適応のストラテジは、ここで考慮される別の側面である。上記の種々の例では、（１）
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あらゆる中断を防止する；（２）中断を低レベルに制限する；及び（３）大きな中断でも
容認する、を含む３つのストラテジが考慮されてきた。よって、所与のノードが所与の無
線デバイス１２のＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を適応させるために、又は適応させること
を考慮するために、ノードはまず、適用可能なストラテジを得るか、又は判定する必要が
あり得る。例において、ノードは、１つ以上の基準中断レベル又は目標中断レベルを判定
することに基づいて、ストラテジを判定する。
【００９７】
　いくつもの例において注記されるように、中断のレベルは、ＰＣｅｌｌ上の逸失するＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫの確率の観点で定義され得る。この点で、低レベルの中断と考えてよいも
のの一例が、０．５％未満の、逸失するＡＣＫ／ＮＡＣＫの確率である。中レベルの中断
は、０．５％から１％であり得る。それに対応して、高レベルの中断は、１％を上回るあ
らゆる中断、又は、ＰＣｅｌｌ上の性能劣化に関連付けられる、あらゆるレベルの中断で
あり得る。
【００９８】
　適応ストラテジは、適応を行うノードにより自律的に決定されてもよく、又は、予め定
義されたルールに従って決定されてもよく、又は、１つ以上の基準に基づいて動的に決定
されてもよい。さらに、少なくともいくつかの場合において、ノードは、中断なし又はご
く低度の中断に対応するストラテジのみを選択するように予め構成されてもよい。またさ
らに、ノードは、適切なストラテジに関して別のノードから標識を受信してよく、例えば
、測位ノードは、好ましいストラテジを、測位対象のデバイス１２のサービング基地局１
８へ暗黙的に若しくは明示的にシグナリングするか、又は、その逆であってよい。
【００９９】
　好ましいストラテジが予め構成されておらず、即ち静的ではないとき、どのストラテジ
を使用すべきかについての決定は、中でも、例えば、ＳＣｅｌｌ上の構成される測定の数
、ＤＲＸサイクル長、及び、異なるＣＣ間におけるＤＲＸサイクルアラインメントのうち
のいずれか１つ以上に依存し得る。例えば、ストラテジ選択は、以下のもの、即ち、異な
るＣＣ上に異なるＤＲＸサイクルが存在するかどうか、その全体にわたってデバイス１２
がその受信器をオープンにするＤＲＸサイクルのオン持続期間が、異なるＣＣについて異
なっているかどうか、及び、全てのＣＣ上で同じＤＲＸサイクルが使用されているものの
、異なるＣＣ上で時間的にシフトされているかどうか、などのうちのいずれか１つを考慮
し得る。加えて、又は代替的に、ストラテジ選択は、異なるＤＲＸが異なるＣＣのために
構成されている場合について、ＤＲＸ重複を考慮し得る。一例として、ノードは、ＤＲＸ
のオン持続期間ピリオドの重複としてここで定義される、一組の共通的なＤＲＸリソース
を判定し得る。この例示的な適用において、重複が閾値を下回るときには或るストラテジ
が選択され、そうではない場合、別のストラテジが選択されてよい。
【０１００】
　ストラテジ選択のための他の基準は、デバイス１２のアクティビティ状態を含む。例え
ば、ストラテジは、デバイス１２がＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態である場合には当該
デバイス１２に中断が何ら許容されず、それに対し、デバイス１２がＩＤＬＥ状態にある
ときには或るレベルの中断が容認されるというものであり得る。ストラテジ判定の決定は
、リファレンスセルがＰＣＣ上に存在するか否かも考慮し得る。例えば、リファレンスセ
ルがＰＣｅｌｌ上に存在する場合、中断なし又は低度の中断が所望され得るが、その理由
は、ＰＣｅｌｌ上の中断が、ＰＣｅｌｌを必要とする測位測定の劣化をも引き起こし得る
ためである。例えば、そうした中断は潜在的に、解説されるように２つのセルのタイミン
グ間の時間差測定であるＲＳＴＤ測定を劣化させる。ＣＡにおいて、２つのセルは、双方
がＳＣｅｌｌのＳＣＣ上に存在し得るか、双方がＰＣｅｌｌのＰＣＣ上に存在し得るか、
又は、ＰＣＣ及びＳＣＣ上に存在し得る。所与の測位要求において、ターゲットとされる
デバイス１２は、典型的には、リファレンスセルを基準として複数個のセルに対してＲＳ
ＴＤを実行すること、つまり、リファレンスセルが、典型的には複数個の測定に関与する
こと、を要求される。
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【０１０１】
　ストラテジ選択は、ＰＣｅｌｌ上のデータ送信強度を考慮してもよい。例えば、ＰＣｅ
ｌｌ上に送信が存在しないか、又は、殆ど送信が存在しない場合に、低度の中断又は中断
なしが期待されてもよく、このことは、より緩和された適応ストラテジが採用され得るこ
とを示唆する。選択は、また、ＰＣｅｌｌ上のデータ通信をクリティカルに考慮してもよ
い。例えば、緊急通話のために、中断なし又はごく低レベルの中断が許容されるべきであ
ることが決定され得る。
【０１０２】
　さらに別の例において、ストラテジ選択は、ＰＣＣ上で測定されるセルの数を考慮して
もよい。例えば、その数が、定義される閾値を超過する場合、ＰＣｅｌｌ上における、よ
り低度の中断を伴ったストラテジが好まれ得る。そうではない場合、ＰＣｅｌｌ上におけ
る、より高い、許容されるレベルの中断が受容可能であり得る。同様に、ストラテジ選択
は、ＳＣＣ上で測定されるセルの数を考慮してもよい。例えば、デバイス１２のＣＡ構成
における所与のＳＣｅｌｌのＳＣＣ上で測定されるセルの数が、定義される閾値を超過す
る場合、中断なし又はごく低レベルの許容される中断に対応するストラテジが好まれ得る
。
【０１０３】
　ストラテジ選択は、例えば、水平方向の精度、垂直方向の精度、又は測位応答時間など
の観点での、目標とする測位ＱｏＳを考慮してもよい。ストラテジ選択は、ＬＣＳクライ
アント又はサービスタイプを考慮することも考えられ、例えば、緊急測位には、最高精度
を可能にするストラテジが選択されてもよく、ベストエフォートのロケーションベースの
サービスには、別のストラテジが選択されてもよい。またさらに、ストラテジ選択は、測
位方法を考慮してもよい。例えば、特に全ての測定又は殆どの測定がＰＣＣ上で実行され
ている状態での固有の測位方法、例えば、ＵＴＤＯＡ又はＯＴＤＯＡに対し、中断なし、
又は、より低度の中断を伴うストラテジが所望されてもよい。
【０１０４】
　適応をトリガし又は適応用のストラテジを選択するための機構に関わらず、Ｅ－ＳＭＬ
Ｃ２８及び／又はＳＬＰ３０などの測位ノードは、構成されるＳＣｅｌｌを有する所与の
無線デバイス１２へ送信される支援データに含まれるＰＲＳ構成を適応させる、ように構
成されることがここでは企図されている。ここで、ＰＲＳ構成の適応とは、ＰＲＳ周期と
、ＰＲＳ機会内のＰＲＳサブフレームの数と、のうちの１つ以上を適応させることを意味
する。この実施形態は、ＳＣｅｌｌ測定サイクルが適応不能であるか、又は適応されない
場合に特に有用である。例えば、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を定義することを担当する
ノードがそうした適応を行うケイパビリティを有していないかもしれず、又は、そうした
適応は、或るサービスのシナリオ若しくは条件下において、可能ではないか、若しくは許
容されないかもしれない。
【０１０５】
　そうした場合、少なくとも可能な限り、測位ノードは、測位測定のために使用される信
号の送信サイクルを適応させる。ＰＲＳ構成の適応は、関与するデバイスのために、その
サービング基地局１８によって構成されるＳＣｅｌｌ測定サイクルに、及び／又は、サー
ビング基地局１８により許容されるＰＣｅｌｌ上の中断のレベルに、依存し得る。さらに
、いくつかの実施形態において、適応は、ＤＲＸ又はアクティビティ／非アクティビティ
のパターンが構成されているか否かに依存する。
【０１０６】
　適応は、１つ以上のＵＥについての上記の情報に基づいてもよい。例えば、適応は、デ
バイス１２の多数（majority）のために、所与のセルにおいて実行されてもよい。適応を
実行するために、関与するものは、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成についての統計も収集し
て、全てのそうしたデバイス１２により共通に使用されるか、又は、デバイス１２の多数
により少なくとも使用される測定サイクルを基準として、適応を実行し得る。測位ノード
は、サービング基地局１８から、又は、リレーなどの関連付けられるノードから受信され
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る明示的な標識に従って、そうした情報を得てよい。測位ノードは、所与のＳＣｅｌｌ測
定サイクルに対して定義される中断の受容可能なレベルを左右する、予め定義されるルー
ルを使用してもよい。加えて、又は代替的に、測位ノードは、例えば、構成されるＤＲＸ
サイクル、ＳＣｅｌｌ測定サイクルなどを示す、デバイス１２から受信される明示的な標
識を使用することに基づいて、その適応動作を行ってもよい。当然ながら、そうした情報
は、デバイス１２により充足される測定要件に基づいて、暗黙ベースで測位ノードにより
得られてもよい。例えば、そうした情報は、デバイス１２による高度なセルＩＤ　ＲＳＲ
Ｐ測定及び／又はＲＳＲＱ測定の測定ピリオドの標識を測位ノードが得ることに基づいて
、推量されてもよい。
【０１０７】
　同じ又は別の実施形態において、測位ノードは、別のネットワークノード又はデバイス
１２から明示的な情報を受信する場合に、ＰＲＳ構成を適応させてもよい。例えば、デバ
イス１２のサービングノードは、可能な場合に測位ノードがＰＲＳ周期をＳＣｅｌｌ測定
サイクルと並置すべきであることを、当該測位ノードに示し得る。ＳＣｅｌｌ測定サイク
ルとの関連における測位ノードによるＰＲＳ構成の適応は、１つ以上の予め定義されたル
ールに基づいてもよい。当該ルールの目的は、ＰＲＳ測定に起因するサービングセル中断
を回避又は最小化することである。そうしたルールの例は、可能である度毎に、ＰＲＳ周
期がＳＣｅｌｌ測定サイクルと並置されること；ＳＣｅｌｌ測定サイクルが予め定義され
た閾値以内にあるとの条件の下で、可能である度毎に、ＰＲＳ周期がＳＣｅｌｌ測定サイ
クルと並置されること；ＰＲＳ上の測定が少なくともＰＣｅｌｌ上の中断を何ら引き起こ
さないようにＰＲＳ周期が適応されること、である。
【０１０８】
　例えば、ＰＲＳが、１６０ミリ秒のできるだけ最小の周期でＳＣｅｌｌ上において送信
される場合を考慮されたい。このことは、測位ノードが原則的に、１６０ミリ秒毎と同じ
速さでＰＲＳ測定を実行するようにデバイス１２を構成し得ることを意味する。しかしな
がら、デバイス１２が、セル探索、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱなどといったＳＣｅｌｌ測定を行
うために、３２０ミリ秒のＳＣｅｌｌ測定サイクルでも構成されるものと想定されたい。
【０１０９】
　ここでの教示の１つの例において、デバイス１２のサービング基地局１８は、ＰＲＳ周
期が測定サイクルと並置されるべきであることを測位ノードに示す。別の例において、測
位ノードは、ＰＲＳ周期がＳＣｅｌｌ測定サイクルと並置されるべきであることを記述す
る、予め定義されたルールに従う。いずれの場合も、測位ノードは、ＳＣｅｌｌ上で測位
測定を実行するためにデバイス１２により使用されるべき、３２０ミリ秒の周期を有する
ＰＲＳ構成を示す支援データを、デバイス１２へ送信する。
【０１１０】
　デバイス１２は、当該デバイス１２がＲＲＭ測定、例えばＲＳＲＰ測定と、測位測定、
例えばＲＳＴＤとについての測定サンプルを、同時に、又は、少なくとも部分的に重複す
る持続期間中に得るように、ＳＣｅｌｌ測定を適応させてもよい。この方式において、デ
バイス１２は、異なるタイプの測定について別々に、その受信器を再構成する必要はない
。その挙動は、ｎ転じて、ＳＣｅｌｌ上のＰＲＳ測定に起因する余分な中断を回避し、ま
た、デバイス１２におけるバッテリ寿命の改善も行う。
【０１１１】
　上記の標識若しくは情報を得ると、又は、予め定義されたルールに基づき、測位ノード
は、個別のＰＲＳ周期を設定することなどにより、ＰＲＳ構成を適応させ、測位測定を行
うために、ターゲットとされるデバイス１２へ、適応されたＰＲＳ構成を包含する支援デ
ータをシグナリングする。デバイス１２は、転じて、要求された測位測定を実行し、結果
を測位ノードに報告してよく、又は、当該結果を使用してそれ自体のロケーションなどを
判定してよい。
【０１１２】
　よって、ここでの教示の１つの実施態様において、ＰＲＳ構成は、ＳＣｅｌｌ測定サイ
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クル構成に従って、及び／又は、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成の適応に応じて、適応され
る。加えて、適応は、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を適応させるケイパビリティが存在す
るか否かに基づき得る。ＰＲＳがＵＬ信号及び／又はＤＬ信号であり得ることに、さらに
留意されるべきである。非アクティブ化されたセル上で測位測定を行うために、又は、他
の測定を実行するために、適応されたＰＲＳ周期が使用され得る。少なくとも１つの実施
形態において、測位ノード、基地局１８、又は他の関与するノードは、その適応ケイパビ
リティをシグナリングし得る。例えば、基地局１８又は他の無線ネットワークノードは、
ＰＲＳ構成を基準としてＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を適応させる、その能力を、シグナ
リングし得る。その反対に、測位ノードは、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を基準としてＰ
ＲＳ構成を適応させる、その能力を、シグナリングし得る。結果及び／又はケイパビリテ
ィに基づいて、ノードは、ＤＬ無線信号及び／又はＵＬ無線信号に基づいて測位するため
に、測位測定構成を適応させ得る。
【０１１３】
　そうした適応は、例えば、測位測定のためにリファレンスセルを構成することを含んで
もよい。このアプローチの一例において、リファレンスセルは、受容可能なレベルの中断
を構成することができず又は適応が不可能であった／不可能である場合には、ＳＣｅｌｌ
上で構成される。そうした場合にＰＲＳを構成することは、適応が不可能である場合に、
ＳＣｅｌｌの選択に対してより低い優先順位が与えられ得るなど、測位のために測定され
るべきセルを選択すること又は優先順位付けすることを内包し得る。構成は、測定無線ネ
ットワークノード、例えば、ＵＴＤＯＡのためのＬＭＵを選択すること、及び／又は、測
位方法を選択すること、例えば、適応が不可能である場合に、ＳＣｅｌｌを必要とする測
位方法が選択されないことがあり得ること、若しくは、当該測位方法に対してより低い優
先順位が与えられ得ること、も含み得る。ノードは、１つ以上のデバイス１２からの適応
結果を格納し、統計を収集し、他のデバイス１２のための測位測定を構成するためにこれ
を使用してもよい。
【０１１４】
　ここでの教示は、ＵＬ送信及び／又はＵＬ測定の中断を制御するための方法を含む。１
つの実施形態によれば、１つ以上の予め定義されたルールが存在してもよく、当該ルール
は、適用可能な標準において仕様化されてもよく、ＵＬ測定を実行するために測定ノード
により使用される１つ以上のＵＬ信号上の中断の発生に関連する。ＳＲＳは、ＵＬ信号測
定及びＵＬ　ＲＲＭ測定の例示的なタイプの代表であり、並びに／又は、ＵＬ測位測定は
、関与するＵＬ測定の例示的なタイプの代表である。
【０１１５】
　ＵＬ中断は、或る時間にわたるＵＬ送信インスタンスの総数に比した中断の数、の無線
（radio）といった、中断の確率の観点で表現可能である。ＵＬ中断は、ＵＬデータ送信
の中断に応じた、ＤＬ上の逸失するＡＣＫ／ＮＡＣＫの確率として表現されてもよい。ル
ールの趣旨は、中断を回避若しくは最小化するか、又は、無線ノードが少なくとも１回の
ＵＬ測定を実行するときに、ＵＬ信号上の中断の或るレベルを充足することである。１つ
以上の中断レベル及び１つ以上の適応のストラテジは、ここで企図されるルールに従って
特定され得る。
【０１１６】
　種々のタイプのノードが、１つ以上のそうしたルールに従ってよい。例示的なノードは
、デバイス１２などの、ＵＬ信号を送信するノード；無線デバイス１２のためのＵＬ送信
を構成するサービング基地局１８などの、ＵＬ送信を構成するノード；基地局又はＬＭＵ
などの、ＵＬ信号上で測定を実行するノードを含む。そうしたノードは、ルールに従って
、ＵＬ信号上で測定を適応的に構成及び実行し得る。例えば、送信デバイス１２などの少
なくとも１つの他のノードがルールに従っているかどうかを示す情報に基づく。１つの例
において、ルールに従っていないときには、より高い検出閾値が使用されてもよく、それ
に対し、ルールに従っているときには、測定ノードは、送信された信号についてより高い
確度を有してよく、よって、より低い検出閾値を使用して、より弱い信号でさえも検出す
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ること、又は、当該ルールがなければ使用されるであろう検出確率よりも低い検出確率に
典型的には関連付けられるパラメータを使用してよい。
【０１１７】
　そうしたルールは、ＵＬ信号の中断に影響を与え得る、ＳＣｅｌｌ測定サイクルなどの
１つ以上のパラメータを制御するノードにも適用可能であり得る。１つの例において、デ
バイス１２は、１つ以上の条件が充足されたときに、及び／又は、デバイス１２が予め定
義されたルールに従うべきであること、若しくはネットワークノードが或る測定タイプを
要求していることをサービング基地局１８が示す場合のように、ネットワーク１０により
トリガされたときに、そうした予め定義されたルールに従わなければならないことが考え
られる。これらルールに従うことにより、デバイス１２は、当該デバイス１２がＵＬ信号
を送信しているときに、当該デバイス１２がその受信器を再チューニングしなくてもよい
こと、又は、或る確率以内でその受信器を再チューニングする必要がおそらくないことを
保証するために、そのＤＬ測定サンプリングレート及び／又はインスタンスを適応させな
ければならない。このアプローチは、デバイス１２によるＵＬ送信の中断を回避又は最小
化する。
【０１１８】
　別の例において、ＵＬ送信を構成するノードは、ＵＬ送信上の中断が最小化されるか、
又は、或るレベルを超過しないよう、構成ルールに従うように構成される。さらに別の例
において、ＳＣｅｌｌ測定サイクルを構成するノードは、ＵＬ送信上の中断が最小化され
るか、又は、或るレベルを超過しないように当該ノードが測定サイクルを構成するルール
に従い得る。さらなる実施形態において、ノードは、ＵＬ送信上の中断が最小化されるか
、又は、或るレベルを超過しないようにＵＬ送信及びＳＣｅｌｌ測定サイクルを共同的に
構成し、それにより、１つ以上のＵＬ信号上の中断の発生に関連するルールに従い得る。
【０１１９】
　１つ以上のＵＬ信号上の中断の発生に関連するルールは、以下の条件、即ち、ＵＬ信号
、例えば、ＳＲＳ、ＤＭＲＳなどのタイプ又は特性；ＵＬ測定のタイプ、例えば、測位又
はＣｏＭＰなど；測定を使用する測位方法のタイプ、例えば、Ｅ－ＣＩＤ、ＵＴＤＯＡ、
ＡＥＣＩＤ、ＵＬ測位など；状況、サービス、例えば緊急通話、の重大度又は優先順位；
測定、例えば緊急測位測定などの重大度又は優先順位；ＵＬ信号上のＵＬ測定の数であっ
て、ここで、より多くの測定が、より重要であり、よって、より低度の受容可能な中断を
意味する、ＵＬ信号上のＵＬ測定の数；ＵＬ信号上のＵＬ測定に必要とされるノードの数
であって、ここで、より多くのノードが、より低度の受容可能な中断を暗示し得る、ＵＬ
信号上のＵＬ測定に必要とされるノードの数；ＵＬ測定を実行する無線ノードのタイプ、
例えば、ｅＮｏｄｅＢ、ＬＭＵなどであって、ここで、ＵＬ送信構成についての情報の利
用可能性は、典型的には、ｅＮｏｄｅＢにおけるよりもＬＭＵにおける方が低く、それに
より、異なる中断ターゲットを有するか、又は、ＵＬ測定がＬＭＵにより実行されるとき
にのみ適用するといったルールがより重要となり得る、ＵＬ測定を実行する無線ノードの
タイプ；同じノードがＵＬ送信及び測定サイクルをいつ構成し得るか、又は、測定サイク
ルをＵＬ送信構成に適応的に構成するケイパビリティをいつ有するかといった、ＳＣｅｌ
ｌ測定サイクル構成を適応させる可能性又はケイパビリティ；測定サイクル構成、例えば
、ＤＬ測定用に使用されるための測定サイクルの周期、及び／又はＵＬ信号の周期；時間
的な相対的シフト、又は、測定サイクル及びＵＬ信号の周期間の重複量などの、１つ以上
の関係；イントラ帯域、インター帯域、非一連のイントラ帯域、又はそれらの任意の組み
合わせなどといった、使用されているＣＡのタイプ；ＳＣｅｌｌ測定サイクルを使用して
実行されるＤＬ測定のタイプ；デバイス１２のために構成される非アクティブ化された少
なくとも１つのＳＣｅｌｌが存在する場合などの、ＳＣｅｌｌのアクティブ化状態；ＤＲ
Ｘサイクルが、使用されるか否か、及び／又は、ＤＲＸサイクル長などのＤＲＸ構成の詳
細に従っているかどうか；並びに、ＵＬ測定の測定帯域幅、又はＵＬ信号の送信帯域幅で
あって、ここで、より大きな帯域幅に対して良好な性能を達成することがより容易であり
得、それにより、ルールが、例えば、ＵＬ測定帯域幅が閾値を下回るときに中断を回避又
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は最小化するように、或る帯域幅に適用され得る）、ＵＬ測定の測定帯域幅、又はＵＬ信
号の送信帯域幅、のうちの１つ以上に依存し得る。
【０１２０】
　ＵＬ中断を回避又は最小化するために予め定義され得るルールのさらなる例は、ＳＣｅ
ｌｌ上の測定のための測定サイクルと共に構成されるときに、デバイス１２が、ＵＬ測定
のために使用されるＵＬ信号上で中断が発生しないように、当該ＵＬ信号の送信時にその
受信器を再構成するルール；ＳＣｅｌｌ上の測定のための測定サイクルと共に構成され、
かつ、ＵＬ測位測定のために使用されるＵＬ信号を送信しているときに、ＵＥが、当該Ｕ
Ｌ信号上で中断が発生しないように、又は低度の中断が発生するようにその受信器を再構
成するルール；ＳＣｅｌｌ上の測定のための測定サイクルと共に構成されるときに、ＳＣ
ｅｌｌ測定サイクル及び／又はＵＬ信号の周期が或る閾値、例えば６４０ミリ秒よりも小
さいとの条件下において、ＵＥが、ＵＬ測定のために使用されるＵＬ信号上で中断が発生
しないように、当該ＵＬ信号の送信時にその受信器を再構成するルール；ＳＣｅｌｌ上の
測定のための測定サイクルと共に構成されるときに、ＵＬ測定のために使用されるＵＬ信
号上の中断が或るマージンを超過してはならないように、例えば、１％よりも多くの中断
の確率を超過してはならないように、ＵＥが、当該ＵＬ信号の送信時にその受信器を再構
成するルール；並びに、ＳＣｅｌｌ上の測定のための測定サイクルと共に構成されるとき
に、ＳＣｅｌｌ測定サイクル及び／又はＵＬ信号の周期が、或る閾値、例えば６４０ミリ
秒よりも小さいとの条件下において、ＵＬ測定のために使用されるＵＬ信号の中断が或る
マージン分だけ超過してはならないように、ＵＥが、当該ＵＬ信号上の送信時にその受信
器を再構成するルール、を含む。
【０１２１】
　別の例において、ＵＬ中断を回避又は制限するための上記のルールは、デバイス１２が
イントラ帯域ＣＡと共に構成される、及び／若しくは、非ＤＲＸモードであるとの条件下
において、並びに／又は、適用可能なＤＲＸサイクルが閾値未満、例えば、４０ミリ秒未
満である場合に、適用され得る。別の例において、ｅＮｏｄｅＢ又は他のそうした基地局
１８は、デバイス１２が測位測定を実行している間に、或る構成値、例えば周期と共にＳ
Ｃｅｌｌ測定サイクルを構成することが制限され得、又は、基地局１８は、ＵＬ送信及び
／若しくはＵＬ測定上の中断が或るレベルを超過しないように、測定サイクル構成及び／
若しくはＵＬ送信構成を適応させなければならないことが考えられる。そうした文脈にお
いて、“中断なし”の条件は、中断を制限する特別な場合として考えられ得る。
【０１２２】
　よって、ＵＬ測位を高度化するために、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を定義し、又はさ
もなくばそれを操作することができることが、ここで認識される。そうした動作は、ＵＬ
送信及び／若しくは測位測定における中断を回避若しくは制限するための、上で識別され
たルールの拡張若しくは補足を表すものとして理解されてよく、又は、スタンドアロンの
解決策として理解されてもよい。
【０１２３】
　１つの例において、測位対象のデバイス１２のために構成される測定サイクルが、デバ
イス１２を測位するためにＵＬ測定を実行している無線ネットワークノード、例えば、ｅ
ＮｏｄｅＢ又はＬＭＵへシグナリングされ得る。１つの例において、この情報は、ＬＭＵ
と測位ノードとの間のＳＬｍインタフェースを通じて、ＬＭＵｐとしても知られているＳ
ＬｍＡＰプロトコルを介してシグナリングされ得る。測位ノードは、構成ノード、例えば
サービングｅＮｏｄｅＢから、例えばＬＰＰａを介してこの情報を受信し得る。測位ノー
ド及び／又は測定ノードは、１つ以上のデバイス１２のために、受信された情報も格納し
得る。
【０１２４】
　ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成に従ってＵＬ測位を高度化する１つ以上の実施形態におい
て、測位ノード又は測定ノードは、以下の項目、即ち、ターゲットとされるデバイス１２
がＣＡと共に構成されているという標識；中断の発生時にデバイス１２が送信又は受信不
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可能であるとした場合、構成されるＵＬ送信のうちのいくつかが、帯域幅再構成及び中断
に起因して送信されない恐れがあるかどうかの標識；デバイス１２のために構成されるＳ
Ｃｅｌｌのうちの少なくとも１つが非アクティブ化されているという標識；並びに、デバ
イス１２が、その受信器の再構成に起因してＵＬ及び／又はＤＬにおいて中断を引き起こ
し得るという標識、のうちのいずれか１つ以上を考慮する。そうした再構成は、デバイス
１２が、非アクティブ化されたＳＣｅｌｌ上の信号についての測定サンプルを得るときに
発生し得る。
【０１２５】
　別の実施形態において、ＵＬ送信／測定に対する中断の影響を最小化するために、ノー
ドは、ＳＣｅｌｌ測定サイクルに従って、又は、ＳＣｅｌｌ測定サイクルを適応させる可
能性／ケイパビリティに依存して、ＵＬ送信構成及び／又はＵＬ測定構成を適応的に構成
すること；ＵＬ送信構成及び／若しくはＵＬ測定構成に従って、又は、ＵＬ送信構成及び
／若しくはＵＬ測定構成を適応させる可能性／ケイパビリティに依存して、ＳＣｅｌｌ測
定サイクルを適応的に構成すること；或いは、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成と共に、ＵＬ
送信構成及び／又はＵＬ測定構成を共同的に構成すること、が考えられる。そうした適応
は、ＬＭＵ若しくはｅＮｏｄｅＢなどの測定ノードにより、サービングｅＮｏｄｅＢなど
の、ＵＬ送信を構成するノードにより、又は、測定ノードにより行われるＵＬ測定を要求
若しくは構成する、ネットワーク１０内の測位ノード若しくは他のノードにより、実行さ
れ得る。
【０１２６】
　１つの例において、ｅＮｏｄｅＢなどのネットワークノードは、ＵＬ送信に対する中断
の影響を回避又は最小化するために、所与のデバイス１２によりＳＲＳ送信を構成するこ
となどにより、当該デバイス１２のためにＵＬ送信を構成する。この構成は、転じて、測
位のためのＵＬ測定の性能を改善するが、その理由は、ＵＬ信号の全て又は殆どが、ＵＬ
測位測定のための測定ノードにおいて利用可能であるためである。ＵＬ測定の例は、伝播
遅延、ｅＮｏｄｅＢ　Ｒｘ－Ｔｘ時間差、ＴＡ、ＬＭＵにより実行されるタイミング測定
などである。そうした適応は、ＳＣｅｌｌ測定サイクル及びＵＬ信号送信が時間的に一致
しないように、又は、或るマージン、例えば±１フレーム分だけ少なくとも離れているよ
うに、当該ＳＣｅｌｌ測定サイクル及び当該ＵＬ信号送信を構成することによって実現さ
れ得る。例えば、ＳＣｅｌｌ測定サイクル及びＳＲＳの周期は、大きく異なることができ
る。別の例において、ＳＣｅｌｌ測定サイクルの開始時間及びＳＲＳ周期は、少なくとも
或るマージン、例えば±１フレーム分だけ離れることができる。
【０１２７】
　この点で、ネットワークノードは、以下の条件、即ち、暗黙的な標識、例えば、測位の
ためのＵＬ測定が測位ノードによって構成されるか、又は構成され得るという標識の受信
後；ＵＬ測位のために使用され得る、デバイス１２のためのＵＬ送信構成に対する要求の
受信後；ＵＬ信号上の中断－ここで、争点となる中断は、例えば、デバイス１２における
受信器の再構成から生じる中断である－を回避又は最小化するようにデバイス１２におい
てＵＬ送信を構成するための測位ノード又はＬＭＵなどの別のノードからの要求の受信後
、などの明示的な標識の受信後、のうちの１つ以上といった条件下で、ＵＬ構成及び／又
はＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を適応させ得る。要求は、その上で中断が最小化されるべ
き個別のＵＬ信号、例えばＳＲＳを特定してもよい。要求は、ターゲット中断の受容可能
なレベルをも示してもよい。
【０１２８】
　上記の教示の全てを念頭に置いて、図５は、ここでの教示による、無線デバイスのため
の例示的な実装の詳細を例示する。デバイス１２は、１つ以上の受信／送信アンテナ４２
と、アンテナインタフェース回路４４と、送信器回路４６及び受信器フロントエンド４８
を含む送受信器回路と、メモリ５２を含むか、又は当該メモリ５２に関連付けられる処理
及び制御回路５０とを含む。その特徴及び意図される使途に依存して、デバイス１２は、
追加的な処理及び／又はインタフェース回路５４を含み得る。
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【０１２９】
　デバイス１２は、例えば、ネットワーク１０におけるＣＡ動作のために構成され、その
送受信器回路４６、４８は、信号をネットワーク１０へ送信するように、及び、信号をネ
ットワーク１０から受信するように、構成される。１つ以上の処理回路５０は、送受信器
回路４６、４８に動作可能に関連付けられ、ＳＣＣ上の少なくとも１つのセルを基準とし
て、デバイス１２により行われるべき測位測定を構成するためのＰＲＳ構成を受信するよ
うに、及び、ＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上で、デバイス１２により行われるべきＲ
ＲＭ測定を構成するためのＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を受信するように、構成される。
【０１３０】
　１つ以上の処理回路５０は、ＰＲＳ構成及びＳＣｅｌｌ測定サイクル構成に従って測位
測定及びＲＲＭ測定をそれぞれ実行するように構成される。有利にも、ここで教示される
ように、そうした性能は、サービングセル上の中断の許容されるレベルの超過を回避する
ように、測位測定及びＲＲＭ測定を互いを基準として並置すること、を含む。
【０１３１】
　いくつかの実施形態において、サービングセルは、ＰＣＣ上でデバイス１２のＰＣｅｌ
ｌを含み、同じ又は他の実施形態において、デバイス１２は、ＣＡ構成に従って、ＰＣＣ
及びＳＣＣと共に動作するように構成され、ＳＣＣ上の少なくとも１つのセルは、ＳＣＣ
上の非アクティブ化されたＳＣｅｌｌである。他の実施形態において、ＳＣＣ上の少なく
とも１つのセルは、デバイス１２のＣＡ構成に含まれる、非アクティブ化されたＳＣｅｌ
ｌ又はＳＣｅｌｌの隣接セル、のうちの一方を含む。
【０１３２】
　少なくとも１つの例示的な実装において、１つ以上の処理回路５０は、測位測定及びＲ
ＲＭ測定を、時間的に少なくとも部分的に重複するように、又は、互いの定義される時間
以内に発生するように、並置するように構成される。そうしたアラインメントは、そうで
なければＰＲＳ測定及びＲＲＭ測定を実行するデバイス１２からサービングセル上で生じ
るであろう中断を低減又は解消する。少なくとも１つのそうした実施形態において、デバ
イス１２は、測位測定がＲＲＭ測定と時間的に重複するように、又は、ＲＲＭ測定と時間
的により近接して発生するように、その１つ以上の処理回路５０を介して、測定サイクル
に時間シフトを適用するように、及び／又は、測位測定を実行するように、構成される。
別のそうした実施形態において、１つ以上の処理回路５０は、受信されたＰＲＳ構成及び
ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成における１つ以上のパラメータに従って測位測定及びＲＲＭ
測定を並置することにより、測位測定及びＲＲＭ測定を並置するように構成される。
【０１３３】
　本開示におけるいくつもの先述の点において注記されるように、中断の許容されるレベ
ルは、サービングセル上で送信されるパケットについて、無線デバイス１２において逸失
するＡＣＫ／ＮＡＣＫの確率として定義され得る。そうした中断を回避又は制限する個別
の例において、処理回路５０は、サービングセルとＳＣＣ上の少なくとも１つのセルとの
間に共通的なＤＲＸが存在するときに、又は、共通的なＤＲＸが存在せず且つＳＣｅｌｌ
測定サイクル構成において特定された測定サイクル値が定義される持続期間未満であると
きに、測位測定及びＲＲＭ測定から生じるサービングセル上のあらゆる中断を防止するよ
うに、測位測定及びＲＲＭ測定を並置するように構成される。少なくとも１つのそうした
実施形態において、１つ以上の処理回路５０はさらに、共通的なＤＲＸが存在しないとき
に、及び、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成において特定された測定サイクル値が定義される
持続期間以上であるときに、サービングセル上で送信されるパケットの定義されるレベル
よりも多くの確率の逸失するＡＣＫ／ＮＡＣＫを防止するように、測位測定及びＲＲＭ測
定を並置するように構成される。
【０１３４】
　またさらに、少なくとも１つの実施形態において、デバイス１２は、ＲＲＭ測定及び測
位測定により引き起こされる、対応する中断の関数として定義される容認される中断を、
サービングセルの中断が超過することを防止するように構成される。ここで、上記関数は
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、対応する中断の最小、対応する中断の加重平均若しくは算術平均、又は、対応する中断
の最大、のうちの１つである。
【０１３５】
　処理回路５０は、例えば、固定的な及び／又はプログラミングされた回路を含む。少な
くとも１つの例示的な実装において、処理回路５０は、１つ以上のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰ、ＦＰＧＡ、又は他のデジタル処理回路を含む。さらに、少なくとも１つのそうし
た実装において、処理回路は、メモリ５２内に格納されるか、又は、１つ以上の処理回路
５０にとってアクセス可能である別のコンピュータ可読媒体内に格納される、コンピュー
タプログラム内のコンピュータプログラム命令を当該処理回路が実行することに基づき、
上記の動作を実行するように、少なくとも部分的に構成される。
【０１３６】
　そのように、処理回路５０が、図６に描かれる方法６００を実施するように固定化され
得るか、又はさもなくばプログラミングされ得ることが理解されるであろう。別途注記さ
れない限り、例示されるステップのうちの１つ以上は、例示されている順序とは異なる順
序で実行されてよく、又は、並列に実行されてよく、そうしたステップのいずれか又は全
ては、デバイス１２において進行中の全体的な送信／受信処理と併せて実行されてよい。
【０１３７】
　方法６００は、マルチキャリア無線通信ネットワーク、例えばネットワーク１０の１つ
以上のセル上で、構成される少なくとも１つのＳＣＣ上で測定を実行する方法を定義する
。方法６００の文脈において、デバイス１２は、ＣＡのために構成されネットワーク１０
の少なくとも１つのサービングセルによりサービスされる。
【０１３８】
　方法６００は、ＳＣＣ上の少なくとも１つのセルを基準として、デバイス１２により行
われるべき測位測定を構成するためのＰＲＳ構成を受信すること（ブロック６０２）と、
ＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上で、デバイス１２により行われるべきＲＲＭ測定を構
成するためのＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を受信すること（ブロック６０４）とを含む。
またさらに、方法６００は、ＰＲＳ測定及びＳＣｅｌｌ測定サイクル構成に従って測位測
定及びＲＲＭ測定をそれぞれ実行すること（ブロック６０６）を含む。そうした性能は、
サービングセル上の中断の許容されるレベルの超過を回避するように、測位測定及びＲＲ
Ｍ測定を互いを基準として並置すること（ブロック６０６Ａ）を含む。
【０１３９】
　図７は、例示的なネットワークノード６０を例示する。ここで、ノード６０は、ここで
論じられるネットワークノード、例えば、Ｅ－ＳＭＬＣ２８若しくはＳＬＰ３０などの測
位ノード、又は、Ｅ－ＵＴＲＡＮネットワークにおける動作のために構成されるｅＮｏｄ
ｅＢなどの基地局１８、のうちのいずれか１つ以上を表すものとして理解されてよい。そ
の点で、描かれた通信インタフェース６２、処理及び制御回路６４、並びに関連付けられ
るメモリ６６の個別の実装は、ノードの細目に依存して変動する。例えば、ノード６０が
Ｅ－ＳＭＬＣ２８である場合、通信インタフェース６２は、図３及び図４に描かれるよう
な、ＬＣＳ－ＡＰ通信、ＬＰＰａ通信、及びＬＭＵｐ通信のためのサポートを含む。
【０１４０】
　さらに、１つ以上の実施形態における処理及び制御回路６４は、１つ以上のマイクロプ
ロセッサベースの回路、ＤＳＰベースの回路、ＦＰＧＡベースの回路、又は、固定的な回
路であるか、若しくは、プログラミングされる回路／プログラマブルな回路であり得る、
他のそうしたデジタル処理回路を含む。少なくとも１つのそうした実施形態において、処
理及び制御回路６４－以降では“１つ以上の処理回路６４”又は“処理回路６４”とする
－は、メモリ６６内に格納されるか、又は、処理及び制御回路６４内の、若しくは処理及
び制御回路６４にとってアクセス可能である別のコンピュータ可読媒体内に格納される、
コンピュータプログラムに含まれるコンピュータプログラム命令を、当該処理及び制御回
路６４が実行することに少なくとも部分的に基づき、構成される。
【０１４１】
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　広義には、ネットワークノード６０は、ネットワーク１０などのマルチキャリア無線通
信ネットワークにおける動作のために構成される。通信インタフェース６２は、ネットワ
ーク１０内の１つ以上の他のネットワークノード、例えば、図３及び図４のノード１８、
２８、３０のうちのいずれか１つ以上との間で通信すること、並びに、ＣＡ構成に従って
、ネットワーク１０において動作する無線デバイス１２との間で通信すること、のうちの
少なくとも一方のために構成される。処理回路６４は、通信インタフェース６２と動作可
能に関連付けられる処理回路６４であって、デバイス１２のサービングセル上の中断の許
容されるレベルの超過を回避するように、構成されるＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上
でデバイス１２により行われるべき測位測定とＲＲＭ測定との間で必要とされるアライン
メントを判定するように構成されることに基づき、デバイス１２のサービングセル上の定
義されるレベルよりも多くの中断を防止するように構成される。さらに、処理回路６４は
、判定されたアラインメントに基づいて、ＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上のＲＲＭ測
定を制御するＳＣｅｌｌ測定サイクル構成及びＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上の測位
測定を制御するＰＲＳ構成のうちの少なくとも一方を適応させるように、並びに、適応さ
れた一方又は双方の構成を、デバイス１２及びネットワーク１０内のサービング無線ネッ
トワークノードのうちの少なくとも一方へ送信するように、構成される。例えば、適応は
、ノード６０がサービング基地局１８ではない場合、サービング基地局１８へ送信される
。
【０１４２】
　少なくとも１つの実施形態において、１つ以上の処理回路６４は、ＳＣｅｌｌ測定サイ
クル構成により定義されるような、ＳＣｅｌｌ測定サイクルのＳＣｅｌｌ測定周期及び開
始時間のうちの１つ以上を適応させるように構成される。同じ又は他の実施形態において
、処理回路６４は、以下の適応、即ち、ＳＣｅｌｌ測定サイクルの周期をＰＲＳ測定サイ
クルに等しく設定すること、及び、少なくとも定義される範囲以内でＳＣｅｌｌ測定サイ
クルの開始時間をＰＲＳ測定サイクルの開始時間に合わせること、のうちの１つ以上を実
行するように構成される。同じ又は別の実施形態における処理回路６４は、適応を別のネ
ットワークノードに通知するように構成されてもよい。
【０１４３】
　注記されるように、ネットワークノード６０は、サービング無線ネットワークノード、
例えばサービング基地局１８であってもよく、そうした実施形態における１つ以上の処理
回路６４は、ＰＲＳ構成を基準としてＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を適応させるように構
成される。代替的に、ネットワークノード６０は、ネットワーク１０内の、又は、ネット
ワーク１０に関連付けられる、測位ノード、例えば、Ｅ－ＳＭＬＣ２８又はＳＬＰ３０を
含み、１つ以上の処理回路６４は、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を基準としてＰＲＳ構成
を適応させるように構成される。例えば、そうした一実施形態において、１つ以上の処理
回路６４は、ＰＲＳ測定機会の周期、ＰＲＳ機会内のＰＲＳサブフレームの数、及び、測
位測定のために使用されるミュートパターンのうちの１つ以上を適応させるように構成さ
れる。特に、１つ以上の処理回路６４は、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成により定義される
ようなＳＣｅｌｌ測定サイクルの周期に等しく、ＰＲＳ機会の周期を設定することにより
、適応を実行するように構成され得る。
【０１４４】
　図８は、ネットワークノード６０により実行される方法８００を例示する。方法６００
について注記されたように、１つ以上の処理ステップは、異なる順序で、又は共に並列に
、実行されてよく、全てのそうしたステップは、ネットワークノード６０における全体的
な処理動作と併せて実行されてよい。個別の例において、方法８００は、メモリ６６内に
格納されるか、又は、処理回路６４内の、若しくは処理回路６４にとってアクセス可能で
ある何らかの他のコンピュータ可読媒体内に格納される、コンピュータプログラムからの
コンピュータプログラム命令を、当該処理回路６４が実行することに少なくとも部分的に
基づき、当該処理回路６４により実行される。
【０１４５】
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　マルチキャリア無線通信ネットワークにおいて動作するネットワークノード６０により
実行されるような方法８００は、ＣＡ構成に従ってネットワークにおいて動作する無線デ
バイス１２のサービングセル上の許容されるレベルよりも多くの中断を防止する。方法８
００は、デバイス１２のサービングセル上の中断の許容されるレベルの超過を回避するよ
うに、構成されるＳＣＣ上の少なくとも１つのセル上でデバイス１２により行われるべき
測位測定とＲＲＭ測定との間で必要とされるアラインメントを判定すること（ブロック８
０２）を含む。方法８００はさらに、判定されたアラインメントに基づいて、ＳＣＣ上の
少なくとも１つのセル上のＲＲＭ測定を制御するＳＣｅｌｌ測定サイクル構成及びＳＣＣ
上の少なくとも１つのセル上の測位測定を制御するＰＲＳ構成のうちの少なくとも一方を
適応させること（ブロック８０４）と、適応された一方又は双方の構成を、デバイス１２
及び／又は当該デバイス１２のサービング無線ネットワークノードへ送信すること（ブロ
ック８０６）とを含む。
【０１４６】
　ネットワークノード６０は、加えて、又は代替的に、ある方法を実行するように構成さ
れてもよく、当該方法は、デバイス１２のＣＡ構成に含まれる、構成されるＰＣＣ及び１
つ以上のＳＣＣを基準として、デバイス１２により行われるマルチキャリア測位測定及び
／又はＲＲＭ測定から生じるＵＬ送信中断を、定義される確率に従って防止又は低減する
構成ルールに従って、無線デバイス１２のためのＵＬ送信構成を判定する。当該方法はさ
らに、構成ルールに従って、１つ以上のＵＬ送信構成の設定を適応させることと、適応さ
れたＵＬ送信構成の設定を、デバイス１２へ、又は、デバイス１２へ転送するためにデバ
イス１２のサービング無線ネットワークノードへ、送信することとを含む。
【０１４７】
　同じ方法はさらに、構成ルールをトリガするための条件が充足されたことを検出するこ
とに基づき、デバイス１２において適応されたＵＬ送信構成の呼び出しをトリガすること
、を含み得る。またさらに、当該方法は、構成ルール、及び／又は、当該構成ルールを呼
び出すために充足されるべき１つ以上の条件の標識を、例えば、デバイス１２及び／又は
そのサービング無線ネットワークノードへ送信すること、を含み得る。
【０１４８】
　関連するものの、デバイス側の実施形態においては、構成ルールを呼び出すための条件
が充足されたことを検出すること、を含む方法を実装するように無線デバイス１２を構成
することが、ここでは企図される。構成ルールは、デバイス１２のＣＡ構成に含まれる、
構成されるＰＣＣ及び１つ以上のＳＣＣを基準として、デバイス１２により行われるマル
チキャリア測位測定及び／又はＲＲＭ測定から生じるＵＬ送信中断を、定義される確率に
従って防止又は低減する。デバイスの方法はさらに、構成ルールに従って、１つ以上の測
定設定を適応させることと、そうした測定設定は、ＳＣＣ上の１つ以上のセル上でデバイ
ス１２によって行われるマルチキャリア測位測定及び／又はＲＲＭ測定を制御することと
、それに対応して、適応された測定設定に従って、測位測定及び／又はＲＲＭ測定を実行
することとを含む。デバイスの方法はさらに、ネットワーク１０からの標識を受信するこ
とに基づいて、ルールを呼び出すための条件が充足されたことを検出すること、を含む。
デバイスの方法はさらに、ネットワーク１０から構成ルールを受信すること、を含み得る
。
【０１４９】
　上記の非限定的な例を念頭に置いて、本開示で提示される教示は、マルチキャリア動作
が使用されるときに使用するためのノード－例えば、無線デバイス、無線ノード、測位ノ
ードなど－における方法を含む。当該方法は、ＳＣｅｌｌ測位測定のために使用されるＰ
ＲＳ構成に関連してＳＣｅｌｌ　ＲＲＭ測定のためのＳＣｅｌｌ測定サイクルを適応させ
ること、又は、その逆を含む。適応は、逸失するＡＣＫ／ＮＡＣＫの確率の観点において
表現され得る少なくともＰＣｅｌｌ上のパケットの受容可能なレベルの中断を達成するよ
うに実行される。ここで教示される別の実施態様によれば、ノードは、ＵＥがＣＡと共に
構成される場合、サービングセルとしてのＰＣｅｌｌ又はＳＣｅｌｌのうちのいずれか１
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。
【０１５０】
　例えば、ｅＮｏｄｅＢ又は他の無線ネットワークノードにおける方法は、ターゲットデ
バイス１２が、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成及びＰＲＳ構成に基づいて測定を行っている
ときに目標とするＰＣｅｌｌ中断率を達成することを可能にするように、同じＳＣｅｌｌ
上のＰＲＳ構成に依存して、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成を適応させること、又は、調節
すること、を含む。そうした動作はさらに、適応されたＳＣｅｌｌ測定サイクルを、影響
を受けるデバイス１２へ、そのＳＣｅｌｌ測定をそれに応じて適応させるためにシグナリ
ングすることを含み得る。
【０１５１】
　さらなる例において、測位ノード又は基地局などのネットワークノードにおける方法は
、ターゲットとされるデバイス１２が、ＳＣｅｌｌ測定サイクル構成及びＰＲＳ構成に基
づいて測定を実行するときに目標とするＰＣｅｌｌ中断率を達成することを可能にするよ
うに、同じＳＣｅｌｌのためのＳＣｅｌｌ測定サイクルを基準として、ＳＣｅｌｌのため
のＰＲＳ構成を適応させるか、又は調節すること、例えば、ＰＲＳ周期を適応させること
、を含む。このさらなる例における方法は、ＳＣｅｌｌのための適応されたＰＲＳ構成を
、別のノードへ、例えば、そのＳＣｅｌｌ測位測定を制御するためにデバイス１２へ、又
は、ｅＮｏｄｅＢがＥ－ＳＭＬＣ若しくは別のｅＮｏｄｅＢへシグナリングする例示的な
場合などの別のノードへ、シグナリングすることを含み得る。
【０１５２】
　さらに別の例において、３ＧＰＰ　ＵＥであり得るデバイス１２における方法は、ＰＲ
Ｓ構成情報を受信すること又はＰＲＳ構成を適応させることと、ＳＣｅｌｌ測定サイクル
構成を受信すること又は適応させることのいずれかと、少なくともＰＣｅｌｌ上で受信さ
れるパケットの、中断なし、又は、予め定義されたレベルの中断のいずれかを生じる状態
で、少なくとも１つのＳＣｅｌｌ　ＲＲＭ測定及び１つのＰＲＳ測位測定を実行すること
とを含む。ここで、少なくともＰＣｅｌｌ上の中断の許容されるレベルは、ＳＣｅｌｌモ
ビリティ測定のために構成されるＳＣｅｌｌ測定サイクルと、測位測定のために同じＳＣ
ｅｌｌ上で使用されるＰＲＳ構成との間の関係に依存する。当該関係は、以下のもの、即
ち、ＳＣｅｌｌ上で構成されるＳＣｅｌｌ測定サイクル及びＰＲＳの周期、ＳＣｅｌｌ測
定サイクルの開始と構成されるＰＲＳのＰＲＳ機会との間の時間合わせ（time　alignmen
t）のレベルなどのうちの１つ以上により判定される。
【０１５３】
　注記すべきは、開示された発明の変更例及び他の実施形態が、前述の説明及び関連付け
られる図面に提示された教示の利益を有する当業者によって想起されるであろう点である
。従って、この発明が、開示された固有の実施形態に限定されるべきではないこと、並び
に、変形例及び他の実施形態が、本開示の範囲内に含まれることが意図されていること、
を理解されるべきである。ここでは固有の用語が使用され得るが、それらは、汎用的及び
説明的な意味でのみ使用されており、限定の目的のために使用されていない。
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